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安全上のご注意
製品を安全にご使用いただくため、「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。

お読みになった後は必要なときにご覧になれるように大切に保管してください。

絵表示について この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々
への危害や財産への損害を未然に防止する為に、いろいろな絵表示をして
います。
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文
をお読みください。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可
能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内
容を示しています。

絵表示の例 3記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるもの
です。近傍に具体的な注意内容が描かれています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。近傍
に具体的な指示内容が描かれています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製
品の使用によって受けられた損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社
は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
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警告

本製品を前方の視界を妨げる場所や、運転操作の
妨げる場所、同乗者に危険を及ぼす場所には取り
付けないでください。交通事故や怪我の原因とな
ります。

大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車などの
24V車で使用しないでください。火災などの原因
となります。本製品はDC12V-アース車専用です。

配線作業中は、バッテリーの-端子を外してから
行ってください。
ショート事故による感電や怪我の原因となりま
す。

本製品の配線は必ず、取扱説明書に記載してある
通りに行ってください。
配線を間違えますと、火災、その他の事故の原因
となります。

コードの被覆を切って、他の機器の電源を取るこ
とは絶対にお止めください。リード線の電流容量
をオーバーし、火災・感電の原因となります。

実 施

実 施

禁 止

禁 止

本製品を取り付けの際には、必ず付属の取付用部
品をご使用ください。取付用付属品をご使用にな
らないと、製品内部を壊し、ショート事故による
火災が起こるおそれがあります。また、取り付け
不備により運転中に製品が外れて人に当るなど、
怪我の原因となります。

実 施

禁 止
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警告

車両電源配線用コード以外で延長しないでくださ
い。
コードの被覆が破れやすく、ショート・発熱事故
による火災が起こるおそれがあります。
また、電流容量オーバーにより、火災が起こるお
それがあります。

アースコードを、ステアリング部やブレーキライン系統などの重要保
安部品のボルトやナットに取り付けないでください。事故などの原因
となります。

本製品の取り付け終了後に、車のブレーキランプ、
ヘッドランプ、ウィンカー、ワイパーなどが正常
に動作することを確認してください。正常に動作
しない場合は、正常に動作するように取り付けを
やり直してください。

本製品、または車両のヒューズが切れたときは、コードがショートし
ていないことを確認後、必ずヒューズに表示されている容量（アンペ
ア数）の新しいヒューズと交換してください。規定容量以外のヒュー
ズを使用しますと、火災の原因になります。

事故防止のため、電池やネジなどの小物類は幼児の手の届かないとこ
ろに保管してください。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談し
てください。

禁 止

禁 止

実 施

実 施

車両の板金部の近くを通るコードには、保護用テ
ープを巻いてください。
コードが切れると、ショート事故により、火災と
なるおそれがあります。

実 施

注 意

車体に穴を開けて取り付ける際は、パイプ類・タ
ンク・電気配線などの位置を確認のうえ、これら
と当たったり接触することがないようにしてくだ
さい。火災の原因になります。

注 意
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警告
運転中の音量は、車外の音が聞こえる程度でご使
用ください。

運転者が以下のような行為をするときは、必ず、
安全な場所に車を停車させてから、行ってくだ
さい。
●各種設定や調整

製品を分解したり、改造しないでください。事故・火災・感電の原因
となります。

ディスプレイが表示されない、音が出ないなどの故障状態で使用しな
いでください。そのまま使用すると、事故・火災・感電の原因となり
ます。

修理は必ず購入店、ケンウッドサービスセンター、または営業所にご
依頼ください。

万一、＜異物が入った・水がかかった・煙が出
る・変な匂いがするなど＞異常が起こりました
ら、直ちに使用を中止し、必ず＜お買い上げの販
売店＞にご相談ください。そのまま使用すると、
事故・火災・感電の原因となります。

実 施

実 施

禁 止

禁 止

実 施

実 施

注 意

運転者は文字情報などに気を取られないでください。前方不注意によ
る交通事故の原因になります。

乾電池をショート、分解、加熱、火に入れるなどしないでください。
発熱、破裂の原因となります。

禁 止
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注意

本製品を車載用として以外の用途では使用しないでください。

リモコンには指定以外の電池を使用しないでください。また、乾電池
の使い方を間違えますと液漏れや破裂のおそれがあり、製品の故障や
怪我などの原因となりますので、以下のことを必ず守ってください。
●乾電池は充電しないでください、充電すると液漏れ、破損のおそ
れがあります。

●電池の交換の際は極性（+-）を正しく合わせてください。
●新しい乾電池と古い乾電池、他の種類の電池を混ぜて使用しない
でください。

●使い切った乾電池はすぐに製品から取り出してください。
●乾電池は幼児の手の届かないところに保管してください。

ディスク挿入口に指を入れないでください。怪我
をすることがあります。

禁 止

禁 止

禁 止

カーオーディオ製品の取り付け・配線は専門技術と経験が必要です。
安全のため＜お買い上げの販売店＞にご依頼ください。

ガラス部品を使用している製品を落としたり、強い衝撃を与えない
でください。割れてけがをするおそれがあります。

本製品の通風口や放熱器をふさがないでください。通風口や放熱器を
ふさぐと内部が高温になり、火災の原因になることがあります。

禁 止

実 施

注 意

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

ディスプレイ部の開閉中には、手や指を近づけ
ないでください。挟まれて怪我をすることがあ
ります。禁 止



KDC-C210,KDC-C206,KDC-C110,KDC-
C106,KDC-C11,KDC-C10,KMD-C80は直接接
続することができます。
KDC-C210,KDC-C206のO-Nスイッチを“N”
に設定してください。

●
KDC-C200, KDC-C300, KDC-C301, KDC-C50,
KDC-C55のいずれかを接続するときは、別売
品の"CA-DS100"が必要です。
また、C705i ,C705sr, MD6,MD66を接続すると
きは、別売品の"CA-KD20"が必要です。

●
CD/MDチェンジャースイッチングユニット
“KCA-S200”を使用するとディスクチェンジ
ャーを2台コントロールすることができます。
接続等詳しい説明はKCA-S200付属の取扱説明
書をご覧ください。
なお、KCA-S200を使用してKDC-C210,KDC-
C206を接続する場合は、CDチェンジャーの
O-Nスイッチを“O”に設定してください。
（CDテキスト機能は使用できなくなります。）

●
上記以外のケンウッド製ディスクチェンジャ
ー、および他社製のディスクチェンジャーは、
本機に接続することはできません。接続する
と故障や破損の原因となります。

●
接続している機種により、使用できる機能が
異なる場合があります。

直射日光のあたる場所、熱風のあたる場所、
水のかかる場所、しっかりした取り付けので
きない場所、振動の多い場所には設置しない
でください。

直射日光下で窓を閉めきっていると、自動車
内は非常に高温になります。
本機内部が60℃を越える高温になると、保護
回路が働いてMDやCDの演奏ができなくなった
り、音量が下がって少し歪んだ音になります。
このようなときは、車内の温度を下げてくだ
さい。保護回路機能が解除され、正常な状態
に戻ります。もし正常に動作しないときは本
機のリセットボタンを押してください。

付属の乾電池（単四型２本）を+-の向きを
正しく合わせて入れてください。

●
操作できる距離が短くなったり、なかなか動
作しない場合は、乾電池が消耗していること
が考えられます。このような場合は、２個と
も新しい乾電池と交換してください。新しい
乾電池と古い乾電池を混ぜて使用すると、液
漏れなどによる故障の原因になります。

本機の前面パネルが汚れたときは、シリコン
クロスかやわらかい布でからぶきしてくださ
い。固い布や、シンナー、アルコールなど揮
発性のものでふくと、傷が付いたり文字が消
えることがあります。

●
CD挿入口は、ホコリがたまりやすいので、
時々掃除してください。ホコリがたまった状
態でCDを挿入するとCDにキズが付くことがあ
ります。

寒いときにヒーターをつけた直後など、本機
内部に露（水滴）がつくことがあります。これ
を結露といい、この状態ではMDやCDの読み
取りができなくなることがあります。
このような場合は、MDやCDを取り出して約１
時間ほど放置すると、結露が取り除かれます。
もし、何時間たっても正常に動作しない場合
は、購入店、ケンウッドサービスセンター、
または営業所へご相談ください。

DSP効果を得るために本機は前後4スピーカー
以上のシステムでご使用ください。
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使用上のご注意

セットのお手入れについて

結露について

ディスクチェンジャーの接続について リモコンの電池について

DSP効果を得るために

取り付け時の注意

温度について



万一、セットの異常にお気づきのときは、まず
ペン先などで本機のリセットボタンを押して
ください。それでも正常に戻らないときは、そ
のままの状態で購入店、ケンウッドサービス
センター、または営業所へご相談ください。

MDのシャッターは開けられないようになって
います。無理に開けるとカートリッジが破損
して使用できなくなります。
シャッターが何らかの原因で開いてしまった
ときには、記録部分に指が触らないようにし
てください。記録部分に触れると使用できな
くなったり、音飛びを頻繁に起こすようにな
ります。

ラベルのはがれかかったMDは使用しないでく
ださい。ラベルが浮いていたり、はがれかか
っているMDを使用すると、本機の中ではがれ
て取り出せないなど故障の原因となります。

データ用のMDは"Error12"と表示され使用でき
ません。音楽用のMDを使用してください。

MDを長時間本機に入れたままにしないでくだ
さい。また、取り出したMDは、MD専用ケー
スに入れて保管してください。

MDを直射日光の当たる場所（ダッシュボード
の上など）など温度が高くなるような場所に
放置しないでください。MDのカートリッジが
変形して使用できなくなります。

レンズクリーナーは使用しないでください。
故障の原因になります。

カートリッジ表面の汚れや、ゴミは乾いた布
で拭き取ってから使用してください。特に油
汚れが付いた状態で使用しますと、ディスク
がローディングされなかったり、取り出せな
くなることがあります。
（お手入れの際、シャッターを開かないようご注
意ください。）
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MDのシャッターについて

高温に注意

レンズクリーナーについて

MDのお手入れ
ラベルのはがれかかったMDは

MDの保管について

データ用のMDについて

セットの異常にお気づきのときは

M
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DISP
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FNC

PWR 
OFF 

NAME
   SET

CLK
 ADJ. 

AUDIO
MD CD DSP RECEIVER

DPX-990 MD

TI

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
OFF

MD

M.CALL
AUTO 
SCRL

OPEN/CLOSE

FM
   MULTI

POSITION

DEMO

ROOM SIZE

AF.S

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU
DISC

T E X T

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

ANGLE

ANGLE

SCL

リセットボタン
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使用上のご注意

記録面や、ラベルが印刷されている面に紙テ
ープなどを貼らないでください。
CDにセロハンテープやレンタルＣＤのラベル
などの糊がはみ出したり、剥がした痕がある
ものはお使いにならないでください。そのま
まCDプレイヤーにかけるとCD が取り出せな
くなったり、故障することがあります。

●
特殊な形状のCDは使用できません。必ず円形
のものをご使用ください。円形以外のCDを使
用すると故障の原因になります。

●
記録面（ラベル面の反対側）が着色してある
ものや汚れているCDは引き込まない、取り出
せないなどの誤動作をすることがあります。

●
マークの付いているCD以外は使用しな

いでください。

CDの汚れや、ゴミ、きず、反りなどが、音飛
びなどの誤動作や、音質劣化の原因になること
があります。
取り扱いは、記録面に触れないようにします。
ラベルが印刷されていない面が、記録面です。

直射日光があたる場所（シートやダッシュボ
ードの上）など、温度が高い場所には置かない
でください。

●
長期間演奏しないときは、本機からCDを取り
出して、ケースに入れて保管してください。
きず、汚れ、反りの原因になりますので、ケ
ースに入れずに重ねて置いたり、斜めに立てか
けて保存しないでください。

CDが汚れたときは、市販のクリーニングクロ
スややわらかい木綿の布などで、中心から外側
に向かって軽くふきとってください。
従来のレコードクリーナー、静電防止剤や、シ
ンナーやベンジンなどの薬品は絶対に使用しな
いでください。

新しいCDを使うときは、CDのセンターホール
や外周部に"バリ"がないことを確認してくださ
い。“バリ”がついたまま使用すると、CDが挿
入できなかったり音とびの原因になります。"
バリ"があるときは、ボールペンなどで取り除
いてから使用してください。

紙テープなど

糊のベタつき

使用できないCD CDの保存

CDのお手入れ

バリ

バリ

センターホール

外周　

新しいCDを使うときは

CDの取扱について
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音質向上やディスク保護を目的としたディスク
用アクセサリー（スタビライザー、保護シー
ト、レンズクリーナーなど）は故障の原因とな
りますので使用しないでください。

●
市販の8cmCD用のアダプターも使用しないで
ください。ディスクが取り出せなくなるなど、
故障の原因になります。
本機で8cmCDを使用する際にアダプターは必
要ありません。
また、接続するCDチェンジャーで8cmCDを使
用する場合は別売の8cmCD用マガジンをご使
用ください。

本機からCDを取り出すときは水平方向に引き
出してください。
下側に強く押しながら引き出すとCD記録面に
傷をつける原因となります。

本機の誤動作などによりMDやCDがイジェク
トできなくなった場合、下記の操作をし強制
イジェクトを行ってください。
CDの場合
CD EJECTボタンを3秒以上押します。

MDの場合
0MDボタンを3秒以上押します。

●
強制イジェクトおよびリセットを行ってもMD
やCDを取り出せない場合は、そのままの状態
で購入店、ケンウッドサービスセンター、ま
たは営業所へご相談ください。

CDの取り出しかた

CD用アクセサリーについて

8 cmCD用
アダプタ－

8 cmCD

CD

シート

強制イジェクト
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DEMO

ROOM SIZE

AF.S
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COMPRESS
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MENU
DISC

T E X T
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CLK ADJ.ボタン

DISPボタン 

AM-ボタン 
¢ボタン 

4ボタン 

FM+ボタン 

TI

DISP

FNC

SCL

ANGLE

ANGLE

電源オン －電源を入れる－

SRCボタンを押すと電源がオンになります。

電源オフ －電源を切る－

SRCボタンを１秒以上押すと電源がオフになります。

ボリューム －音量を調整する－

uボタンを押すごとに音量が大きくなります。
dボタンを押すごとに音量が小さくなります。

ソースモード選択 －聴きたいソースに切り替える－

SRCボタンを押すごとにソースモードが下記の順に表示されます。

❖ MEMO ❖

前に電源をオフしたときのソースモードになります。

選択したソースモードはインジケーターで確認できます。

Ｖｏｌｕｍｅ　　　　　　３５

「 Tuner」（TUNER MODE：FM/AM放送を聴くモード）

「 MD」（MD MODE：MD演奏を聴くモード）

「 CD」（CD MODE：CD演奏を聴くモード）

「 DISC-CH」または「 CD-CH」（DISC CHANGERMODE：ディスクチェンジャー演
奏を聴くモード）※ディスクチェンジャー接続時

「 All Off」（電源オンのまま機能を一時的に停止させるモード）

（調整範囲　00 ～ 35）
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●MDやCDが入っていないときは、「MD」や「CD」には切り替わりません。
●ディスクチェンジャーが接続されていないときは、「DISC-CH」または「CD-CH」には切り替わりま
せん。

●CDチェンジャーKDC-C210/C206のO-Nスイッチを“N”にして接続しているときは、「CD-CH」と
表示されます。

●ディスクチェンジャーを2台接続している場合は「DISC-CH1」]「DISC-CH2」と切り替わります。

❖ MEMO ❖

パネルアングル調整 －見やすい角度に調整する－

●パネルをスライドさせる
∞ANGLEボタンを押すごとに操作パネルが1ステップずつ
スライドします。押し続けると連続してスライドします。

●パネルを閉める
5ANGLEボタンを押すごとに操作パネルが1ステップず
つ閉まります。押し続けると連続して閉まります。

●操作パネルのスライド動作中に指などを挟まないようご注意ください。
●操作パネル角度調整時及びCDの出し入れで操作パネルをスライドした時にシフ
トレバーなどに操作パネルが干渉する場合があります。その場合は、安全に注
意してシフトレバーを動かすなどして本機を操作してください。

●スライドした操作パネルに無理な力をかけないでください。

注 意

●本機の電源をオフまたは車両のエンジンキーをオフにすると、数秒後自動的に操作パネルが閉まります。
●調整したアングル位置は自動的にメモリーされますので、次回電源をオンまたは車両のエンジンキーを
オンにしたときに元のアングルになります。

❖ MEMO ❖

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

時計調整 －時刻を合わせる－

1. CLK ADJ.ボタンを1秒以上押すと「 」が点滅して時計調整モードになります。
2. 以下の操作をして時間を設定します。
●“時”の調整
FM＋ボタンを押すごとに“時”が進み、AMーボタンを押すごとに“時”が戻ります。

●“分”の調整
¢ボタンを押すごとに“分”が進み、4ボタンを押すごとに“分”が戻ります。

3. CLK ADJ.ボタンを押すと時間がセットされ時計調整モードが終了します。

All Off表示モード切り替え －All Offモードの表示を切り替える－

All Offモード中にDISPボタンを押すごとに表示が下記の順に切り替わります。

●本機の電源がオフのときおよび車両のエンジンキーがオフのときは時計表示しません。
●“分”を調整すると、秒が“00”になり時計調整モードが終了後カウントを開始します。

❖ MEMO ❖

キャラクター 時計 スクロール

Ａｌｌ　Ｏｆｆ　　　ＰＭ１２：０３
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uボタン 

SRCボタン 

FNCボタン 

AM-ボタン 

¢ボタン 

4ボタン 

FM+ボタン 

dボタン 

ボタン 

M

M.RDMD.SCNREPRDMSCN

EQ

DSP

SBF

DISP

CD EJECT

PWR 
OFF 

NAME
   SET

CLK
 ADJ. 

AUDIO
MD CD DSP RECEIVER

DPX-990 MD

TI

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
OFF

MD

M.CALL
AUTO 
SCRL

OPEN/CLOSE

FM
   MULTI

POSITION

DEMO

ROOM SIZE

AF.S

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU
DISC

T E X T

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

FNC

SCL

ANGLE

ANGLE

AUDIO

オーディオコントロール －オーディオの各種設定－

1. AUDIOボタンを１秒以上押すとオーディオ調整モードになります。
2. AUDIOボタンを１秒以上押すごとに調整項目が下記の順に切り替わります。
3. 各調整項目中にuボタンまたはdボタンを押すと設定を変更できます。
4. 5秒間以上何も操作しないとオーディオ調整モードは自動的に解除されます。

●「Non Fader」、「NBB」の調整はファンクションセットのプリアウト選択でノンフェーディング（N-
F）を選択した場合に追加されます。（ファンクションセットについては15ページをご覧ください。）

●ノンフェーディング（Non Fafer）とはフェダー（Fader）で前後に調整してもレベルが変化しない
出力で、おもにサブウーファー用パワーアンプを接続するときに使用します。

❖ MEMO ❖

Ｂａｌａｎｃｅ　　　　Ｒ１５

Ｆａｄｅｒ　　　　　　Ｆ１５

Ｎｏｎ　Ｆａｄｅｒ　　＋１０

ＮＢＢ　　　　　　　　　０７

プリアウト設定をノンフェーディングに設定した場合

バランス
左側強調 右側強調

L15 ～ 00 ～ R15

dボタン uボタン

操作ボタン

左右のバランスを調整する

フェダー
リア側強調 フロント側強調

R15 ～ 00 ～ F15

前後のバランスを調整する

ノンフェダー
減衰 増強

--- ～ 00 ～ +10

ノンフェダーの出力音量を調整する

ノンフェダーバスブースト
通常音 低音の増強

00 ～ 07

ノンフェダーの低音を強調する

解除
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All Offモードファンクションセット －システムを設定する－

1. SRCボタンを押して「All Off」を表示させます。
2. FNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表示され、All Offモードファン

クションセットモードになります。
3. ¢ボタンまたは4ボタンを押すごとに設定項目が下記の順に切り替わります。
4. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと設定が変更できます。
5. FNCボタンを押すとファンクションセットモードが終了します。

設定項目 -説明-
設定

操作確認音（ビープ音） -操作時の確認音のオン／オフ-
On Off：鳴らす
On Off：鳴らさない

FMダイバシティ機能 -FMダイバシティ対応に切り替える-
（FMダイバシティとは、複数のFMアンテナの中で一番受信状態の良いアンテナに切り替える機能）

On Off：使う
On Off：使わない

プリアウト選択 -リアプリアウトをサブウーファー用に切り替える-
Rear N-F：リアプリアウト
Rear N-F：ノンフェーディングプリアウト

文字表示の輝度調整 -文字表示部の明るさを調整する-
（ヘッドライトのオンとオフとで別々に設定ができます。）

01 ：暗くする
∞5
13 ：明るくする

スペアナ表示の輝度調整 -スペクトラムアナライザー表示部の明るさを調整する-
（ヘッドライトのオンとオフとで別々に設定ができます。）

01 ：暗くする
∞5
13 ：明るくする

ハイパスフィルター選択 -ハイパスフィルターの調整モード切り替える-
禁止許可：調整しない
禁止許可：調整する

セキュリティーコード -暗証番号を登録して盗難を防止する-
詳しくはALL mode「セキュリティーコード」の項目
をご覧ください。（17ページ参照）

Ｏｎ Ｏｆｆ

Ｒｅａｒ Ｎ−Ｆ

Ｏｎ Ｏｆｆ

ＨＰＦ調整モード選択　禁止 許可

コード書き込み準備

文字輝度調整　　　　Ｓｔｅｐ１3

文字輝度調整　　　　Ｓｔｅｐ０4

(ヘッドライトオフ時)

(ヘッドライトオン時)

スペアナ輝度調整　　Ｓｔｅｐ１3

スペアナ輝度調整　　Ｓｔｅｐ０4

(ヘッドライトオフ時)

(ヘッドライトオン時)

●設定項目表内の表示は、お買い上げ時の設定です。
●FMダイバシティ対応車に取り付ける場合はFMダイバシティをオンに切り替えてください。FMダイバ
シティ未対応車でも市販のアンテナとダイバシティ変換プラグ(CA-83U)を使用すると、FMダイバシ
ティの効果を得ることができます。くわしくはカーオーディオカタログをご覧ください。

●文字／スペアナ輝度調整のヘッドライトとの連動は、車両のヘッドライトのオン／オフに連動するハ
ーネスに本機のILLUMIコードを接続していないと機能しません。

❖ MEMO ❖



A
L

L
M

O
D

E

16

ALL MODEALL MODE

SRCボタン 

FNCボタン 

AM-ボタン 
FM+ボタン 

M

M.RDMD.SCNREPRDMSCN

EQ

DSP

SBF

DISP

CD EJECT

PWR 
OFF 

NAME
   SET

CLK
 ADJ. 

AUDIO
MD CD DSP RECEIVER

DPX-990 MD

ANGLE

ANGLE

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
OFF

MD

M.CALL
AUTO 
SCRL

OPEN/CLOSE

FM
   MULTI

POSITION

DEMO

ROOM SIZE

AF.S

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU
DISC

T E X T

SCL

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

FNC

TI

1～4ボタン 38ボタン 

¢ボタン 
4ボタン 

ハイパスフィルター (HPF) の設定
－ノンフェーディングプリアウト以外の出力の低音をカットする－

●ハイパスフィルターの設定をオンにする
1. SRCボタンを押して「All Off」を表示させます。
2. FNCボタンを押すと、「 ファンクションセット」と表示され、ファンクション

セットモードになります。
3. ¢ボタンまたは4ボタンを押して「HPF調整モード選択」を表示させます。
4. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すごとにハイパスフィルターの設定が禁止と許

可に切り替わります。
「禁止許可」..........ハイパスフィルターの調整ができます。
「禁止許可」..........ハイパスフィルターの調整ができません。

5. FNCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

●ハイパスフィルターの周波数を調整する
1. SRCボタンを押して「Tuner」など「All Off」以外のソースモードを表示させます。
2. FNCボタンを押すと、「 ファンクションセット」と表示され、ファンクション

セットモードになります。
3. ¢ボタンまたは4ボタンを押して調整したい項目を表示させます。
「HPF-Front」...........フロント用ハイパスフィルターのカットオフ周波数を設定します。
「HPF-Rear」............リア用ハイパスフィルターのカットオフ周波数を設定します。

4. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すごとにハイパスフィルターのカットオフ周波
数の設定が下記のように切り替わります。
Off（HPFオフ） j 40 Hz j 60 Hz j 80 Hz j 100 Hz j 120 Hz j 160 Hz j
180 Hz j 220 Hz

5. FNCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

●ハイパスフィルターは、スピーカ出力とノンフェーディングプリアウト以外のプリアウトの低音を出
力しないようにします。ハイパスフィルターのカットオフ周波数は、フロントとリアそれぞれに調整
できます。

●ハイパスフィルターの設定を「許可」にしていないと、ハイパスフィルターのカットオフ周波数の調
整ができません。

●ハイパスフィルターのカットオフ周波数の設定は、各ソースモード共通に設定されます。

❖ MEMO ❖
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セキュリティーコード －暗証番号を登録して盗難を防止する－

●セキュリティーコードを登録する

1. セキュリティーコードにする、4桁の数字を決めます。
2. SRCボタンを押して「All Off」を表示させます。
3. FNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表示されファンクションセ

ットモードになります。
4. ¢ボタンまたは4ボタンを押して「コード書き込み準備」を表示させます。
5. FM＋ボタンまたはAMーボタンを2秒以上押すと「コード書き込みモード」「セキュ

リティコード＊＊＊＊」と表示され、コード入力状態になります。
6. 1～4ボタンを押して手順1.で決めたセキュリティーコードを入力します。

7. 38ボタンを押してセキュリティーコードを確定します。
8. 確認のためもう一度「コード確認モード」「セキュリティコード＊＊＊＊」と表示さ

れ、コード入力状態になります。手順6.で入力したセキュリティーコードと同じコー
ドを入力してください。

9. 38ボタンを押してセキュリティーコードを登録します。セキュリティーコードが登
録されると、セキュリティー機能がオンになります。これ以降は、バッテリーと本機
の接続が外されると、最初に電源をオンにしたときにセキュリティーコードの入力が
要求されるようになります。

●セキュリティーを解除して本機を操作するには
最初に電源をオンにすると、「セキュリティコード＊＊＊＊」と表示され、セキュリティ
ーコードの入力を要求されます。手順6.～7.の操作をして正しいセキュリティーコード
を入力します。「セキュリティコード　ＯＫ！」と表示され、本機の操作ができるように
なります。

例：セキュリティーコードが 

✻ ] 0 ] 1 ] 2 ] ～ ] 9

3 5 1 0 の場合 

押すボタン 1 ボタン 2 ボタン 3 ボタン 4 ボタン 
ボタンを押す回数 4回 6回 2回 1回 

表示 「3」 「5」 「1」 「0」 

●一度セキュリティー機能を働かせると、登録したセキュリティーコードの消
去／変更はできませんのでご注意ください。ファンクションセットから「コ
ード書き込み準備」の設定項目がなくなります。

●セキュリティーコードは、セキュリティーを解除して本機を操作できるよう
にするための大切なものです。慎重に決め、忘れないようにしてください。

●セキュリティーコードを登録してセキュリティー機能が働くと、本機をバッ
テリーから外したときやリセットボタンを押したときは、セキュリティーコ
ードの入力が必要となります。登録したセキュリティーコードを入力しない
と本機の操作ができなくなります。

注意

誤ったコードを入力するとコード確認モードは解除されます。再び、手順6.からの操作となります。
❖ MEMO ❖

●誤ったコードが入力されると「セキュリティコード ＮＧ！」と表示され電源が切れます。再び、
電源を入れ正しいセキュリティコードを入力し直してください。

●セキュリティーコードを忘れたときは、お近くのケンウッドサービスへお問い合わせください。

❖ MEMO ❖

●FM多重操作モード時に、ファンクションセットモードにするとFM多重用の設定が表示され、ハイパ
スフィルターの調整はできません。FM多重操作モードを解除してから各操作を行ってください。（FM
多重操作については34ページをご覧ください。）

❖ MEMO ❖



設定項目 -説明-
設定

フロント用HPF周波数設定 -フロント出力用ハイパスフィルターのカットオフ周波数調整-
詳しくはALL mode「ハイパスフィルターの設定」の
項目をご覧ください。（16ページ参照）

リア用HPF周波数設定 -リア出力用ハイパスフィルターのカットオフ周波数調整-
詳しくはALL mode「ハイパスフィルターの設定」の
項目をご覧ください。（16ページ参照）

チューニング方法選択 -選局方法をオートチューニング（自動選局）とマニュアルチューニン
グ（手動選局）とに切り替える-

Auto Manual：オート… インジケーター点灯
Auto Manual：マニュアル

強制モノラル受信選択 -モノラルで受信しノイズを少なくして聴く-
（FMバンド受信中のみ設定項目が表示されます。）

On Off：強制モノラル… インジケーター点灯
On Off：オートステレオ

オートメモリー -自動的に放送局を探してメモリーする-
詳しくは右記「オートメモリー」の項目をご覧くだ
さい。
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TUNER MODETUNER MODE

SRCボタン 
TIボタン 

M

M.RDMD.SCNREPRDMSCN

EQ

DSP

SBF

DISP

CD EJECT

FNC

PWR 
OFF 

NAME
   SET

CLK
 ADJ. 

AUDIO
MD CD DSP RECEIVER

DPX-990 MD

TI

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
OFF

MD

M.CALL
AUTO 
SCRL

OPEN/CLOSE

FM
   MULTI

POSITION

DEMO

ROOM SIZE

AF.S

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU
DISC

T E X T

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

FNCボタン 

AM-ボタン 

¢ボタン 
4ボタン 

1～6ボタン 

FM+ボタン 

SCL

ANGLE

ANGLE

チューナーモード －ラジオを聴くモード－

SRCボタンを押して「Tuner」を表示させるとチューナーモードです。

チューナーファンクションセット －チューナーの機能を設定する－

1. Tunerモード中にFNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表示され、チ
ューナーファンクションセットモードになります。

2. ¢ボタンまたは4ボタンを押すごとに設定項目が下記の順に切り替わります。
3. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと設定が変更できます。
4. FNCボタンを押すとファンクションセットモードが終了します。

ＨＰＦ−Ｆｒｏｎｔ　　　Ｏｆｆ

Ａｕｔｏ Ｍａｎｕａｌ

ＨＰＦ−Ｒｅａｒ　　　　Ｏｆｆ

Ｍｏｎｏ　Ｏｎ Ｏｆｆ

オートメモリースタート準備
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TUNER MODE
ラジオを聴く 

バンド切り替え －聴きたいバンドを選ぶ－

●FM放送を聴く
FM＋ボタンを押すごとにFMプリセットバンド
が「FM1」と「FM2」とに切り替わります。

●AM放送を聴く
AMーボタンを押すごとにAMプリセットバンド
が「AM1」と「AM2」とに切り替わります。

選択したバンドが表示されます。

チューニング －放送局を選ぶ－

●オートチューニング 選択時（ インジケーター点灯）
4ボタンを押すと周波数の低い方へ自動的に放送局を探して受信します。
¢ボタンを押すと周波数の高い方へ自動的に放送局を探して受信します。

●マニュアルチューニング 選択時（ インジケーター消灯）
4ボタンを押すごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わります。
¢ボタンを押すごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わります。

FMステレオ放送を受信すると　　　　インジケーターが点灯します。

チューナーメモリー －聴いている放送局をメモリーする－

放送局を受信中に1～6ボタンのいずれかを2秒以上押すと、押したボタンに今聴いている
放送局がメモリーされ、ボタンNo.が表示されます。
各プリセットバンドにそれぞれ6局までメモリーできます。

オートメモリー －自動的に放送局を探してメモリーする－

1. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押してメモリーしたいプリセットバンドを「FM1」、
「FM2」、「AM1」、「AM2」から選びます。

2. FNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表示されファンクションセッ
トモードになります。

3. ¢ボタンまたは4ボタンを押して「 オートメモリースタート準備」を表示させ
ます。

4. FM＋ボタンまたはAMーボタンを2秒以上押すとオートメモリーを開始します。

メモリーコール －メモリーした放送局を呼び出す－

1～6ボタンのいずれかを押すとメモリーされたボタンNo.の放送局を受信します。

●設定項目表内の表示は、お買い上げ時の設定です。
●「HPF-Front」、「HPF-Rear」の調整はALL modeのハイパスフィルターの設定で「HPF調整モード
選択」を「許可」に選択した場合に追加されます。（16ページ参照）

❖ MEMO ❖

6局メモリーするか、周波数を1周して選んだバンドに受信状態の良い放送局をメモリーすると、オート
メモリーは終了し、最後にメモリーした放送局を受信します。

❖ MEMO ❖

ＦＭ１−　８２．５ＭＨｚ −１ch

ＦＭ１−　７６．０ＭＨｚ

ＡＭ１−　　９９９ｋＨｚ
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TUNER MODETUNER MODE
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交通情報 －交通情報を受信する－

TIボタンを押すごとに交通情報がオン／オフします。オン中は「交通情報」と表示され、
交通情報局を受信します。
¢ボタンまたは4ボタンを押すごとに周波数が下記のように切り替わります。

Tuner表示モード切り替え －チューナー表示を切り替える－

Tunerモード中にDISPボタンを押すごとに下記のように表示が切り替わります。

❖ MEMO ❖

●交通情報オン中にSRCボタンでソースモードを切り替えると、交通情報は解除されます。
●交通情報はモノラル音声です。なお、DSPやイコライザー効果は自動的にオフになります。
●交通情報オン中は上記以外の周波数には切り替わりません。

1620 kHz 1629 kHz 522 kHz

周波数 SNPS（ステーションネーム） キャラクター 時計

❖ MEMO ❖

●ステーションネームプリセットされていない放送局を受信中にSNPS表示にすると、「No Name」と
表示されます。

●FM文字多重システムのPS優先表示設定がオン（35ページ参照）の場合、PS名（文字多重情報によ
る放送局名）を送信している放送局を受信中にSNPS表示に切り替えると、SNPS名ではなくPS名
が表示されます。

交通情報−　１６２９ｋＨｚ
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TUNER MODE
ラジオを聴く 

SNPS（ステーションネームプリセット） －放送局に名前を付ける－

1. 放送局名を付けたい周波数に合わせます。
2. DISPボタンを２秒以上押すと「Name Set」と表示され、ステーションネームプリセッ

トモードになり入力できる位置のカーソルが点滅します。
3. ¢ボタンまたは4ボタンを押して文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。
4. 38ボタンを押して、文字種を選びます。押すごとに下記のように文字種が切り替わり

ます。入力したい文字種を表示させます。

●漢字で入力したい場合
SBFボタンを押すと、漢字入力モードになります。
詳しい漢字の入力方法は46ページをご覧ください。

5. FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字を選択します。押し続けると連続して文字を替え
ることができます。
手順3.～5.の操作を繰り返して放送局名を完成させます。

6. DISPボタンを押すと放送局名が登録され、ステーションネームプリセットモードが終
了します。

「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」 「数記」

❖ MEMO ❖

●入力できる文字数は12文字までです。
●「数記」で入力できる文字は「 ＿0123456789／＋ー＊＝＆" ゜'＜＞［］ 」です。
●スペースは「漢字」以外の文字種にし、FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字が表示されないとこ
ろを選択してカーソルを移動させると入力できます。

●10秒間操作を行わないと、入力したところまでの文字が登録されステーションネームプリセットモー
ドが終了します。

●選局した周波数にはPS名（文字多重情報による放送局名）が表示されることがあります。
●登録できる放送局数はFM/AM合わせて30局までです。31局目のステーションネームプリセットを
おこなうと、1局目の登録した放送局名が消去されます。

●放送局名を変更したいときは以下の操作を行います。
手順1.と2.で現在の放送局名を表示させ、その後手順3.～6.で変更します。

SBF（セレクトバイファイル） －放送局名で選局する－

1. SBFボタンを押すと「SBF SNPS」と表示され1秒後に、チューナーメモリーされてい
る放送局を５秒間ずつ順に表示していきます。
•SNPSで登録した放送局は登録した放送局名
•PS名（文字多重情報による放送局名）を最後に受信した放送局はPS名
•上記以外の放送局は周波数表示

2. ¢ボタンを押すと早送り、4ボタンを押すと早戻しに表示できます。
FM＋ボタンを押すたびにFM1とFM2バンドに、AMーボタンを押すたびにAM1とAM2
バンドに切り替えることができます。

3. 聴きたい放送局が表示されているときにSBFボタンを押すと受信が始まります。

■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　英大

ＮＨＫ＿東京エ■＿＿＿＿　　カナ

ＮＨＫ　東京エフエム

文字種

❖ MEMO ❖

途中で解除するときは、SBFボタンを1秒以上押します。
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ディスクローディング－MDやCDを挿入する－
●MDをセットする
MDを入れる方向に合わせてMD挿
入口に差し込みます。
操作パネルがスライドしている場
合は、自動的に操作パネルが閉ま
ります。その後さらにMDを差し込
んでください。
ローディングが完了すると自動的
に元のアングルに戻ります。

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT
DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

●CDをセットする
CD EJECTボタンを押すと操作パ
ネルがスライドしてCD挿入口に
CDを差し込めるようになります。
ローディングが完了すると自動的
に元のアングルに戻ります。 DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

●操作パネルのスライド動作中に指などを挟まないようご注意ください。
●操作パネル角度調整時及びCDの出し入れで操作パネルを倒した時にシフトレバ
ーなどに操作パネルが干渉する場合があります。その場合は、安全に注意して
シフトレバーを動かすなどして本機を操作してください。

●スライドした操作パネルに無理な力をかけないでください。

注 意

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

❖ MEMO ❖

CD EJECTボタンが赤色のときは、MDを挿入することができません。操作パネルを閉めてからMD
を挿入してください。

❖ MEMO ❖

MDをイジェクトし挿入口に置いた状態では、操作パネルをスライドすることができずCDを挿入で
きなくなります。MDを抜き出してからCD EJECTボタンを押しCDを挿入してください。
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MDプレイ／ポーズ －MDを演奏する－

●MDが入っていないとき（ インジケーター消灯）
MDを入れる方向に合わせてMD挿入口に差し込みます。
ローディングが完了すると、 インジケーターが点灯し、トラックNo.と演奏時間が
表示され、MDの演奏が始まります。

●MDが入っているとき（ インジケーター点灯）
SRCボタンを押して「MD」を表示させると、MDの演奏が始まります。

●ポーズ（一時停止にする）
MDプレイ中に38ボタンを押すと、演奏時
間表示が点滅して、MDプレイが一時停止に
なります。再度 38ボタンを押すとMDプレ
イが始まります。

CDプレイ／ポーズ －CDを演奏する－

●CDが入っていないとき（ インジケーター消灯）
CDをレーベル面を上にして差し込みます。ローディングが完了すると、 インジケ
ーターが点灯し、トラックNo.と演奏時間が表示され、CDの演奏が始まります。

●CDが入っているとき（ インジケーター点灯）
SRCボタンを押して「CD」を表示させると、CDの演奏が始まります。

●ポーズ（一時停止にする）
CDプレイ中に38ボタンを押すと、演奏時
間表示が点滅して、CDプレイが一時停止に
なります。再度 38ボタンを押すとCDプレ
イが始まります。

イジェクト －MDやCDを取り出す－

●MDの取り出し
0MDボタンを押すとMDがイジェクトされます。
操作パネルがスライドしている場合は、自動的に操作パネルが閉まりMDがイジェクトさ
れます。MDを引き抜くと自動的に元のアングルに戻ります。

●CDの取り出し
CD EJECTボタンを押すと操作パネルがスライドしてCDがイジェクトされます。
CDを取り出した後は、CD EJECTボタンを押して操作パネルを閉じてください。

–MD 0 03 351 :

●CDが引き込まれてからすぐにイジェクトすると、再度CDを押しても引き込ま
れないときがあります。このようなときは一旦CDを抜いて、もう一度入れ直し
てください。

●MD/CDをイジェクトした後は、MD/CDを挿入口に置いたままにしないでくださ
い。操作パネルを閉めることができなくなります。

注 意

–D 0 03 351 :C
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MD/CD MODEMD/CD MODE
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38ボタン 

トラックサーチ －聴きたい曲を選ぶ－

●先の曲を選ぶ
¢ボタンを押すごとに先の曲へトラックサーチします。
¢ボタンを押し続けると聴いている曲を早送りします。

●現在の曲を最初から聴く/手前の曲を選ぶ
4ボタンを押すと現在聴いている曲の先頭へ、押すごとに手前の曲へトラックサーチ
します。
4ボタンボタンを押し続けると聴いている曲を早戻しします。

トラックリピートプレイ －同じ曲を繰り返し聴く－

4ボタンを押すごとにトラックリピートプレイがオン/オフします。
オンにすると「Repeat」と表示されます。トラックリピートプレイ中はREPインジケータ
ーが点灯して、聴いている曲を繰り返し演奏します。

トラックスキャンプレイ －聴きたい曲を探す－

2ボタンを押すごとにトラックスキャンプレイがオン/オフします。
オンにすると「Track Scan」と表示されます。トラックスキャンプレイ中はSCNインジケ
ーターが点灯して、聴いているディスクの各曲の先頭部分を10秒間ずつ演奏します。
聴きたい曲が見つかったら2ボタンまたは38ボタンを押します。
すべての曲をスキャンすると自動的にトラックスキャンプレイがオフになります。
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トラックランダムプレイ
－聴いているディスクから自動的に曲を選ばせて演奏する－

3ボタンを押すごとにトラックランダムプレイがオン/オフします。
オンにすると「Random」と表示されます。トラックランダムプレイ中はRDMインジケー
ターが点灯して、自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。

MD/CD表示モード切り替え －MDとCDの表示を切り替える－
MDまたはCDモード中にDISPボタンを押すごとに下記の順に表示モードが切り替わりま
す。
●MDプレイ中

●CDプレイ中

❖ MEMO ❖

ディスクタイトルやトラックタイトルが記録されていないMDを演奏中に、ディスクタイトルまたは
トラックタイトル表示に切り替えると「No Title」と表示されます。

トラック演奏時間　　トータル演奏時間　　ディスクネームプリセット
「P-Time」 「A-Time」 「DNPS」

時計　　キャラクター　　トラックタイトル　　ディスクタイトル　
「Track Title」 「Disc Title」

❖ MEMO ❖

●ディスクネームが登録されていないCDを演奏中に、DNPS表示にすると「No Name」と表示され
ます。

●ディスクテキストやトラックテキストが記録されていないCDを演奏中に、ディスクタイトルまた
はトラックタイトル表示に切り替えると「No Text」と表示されます。

●ディスクタイトル、トラックタイトルは、CDテキスト対応の音楽CDを演奏時に表示できます。
なお、文字の種類によっては、表示できないものがあります。

トラック演奏時間　　ディスクタイトル　　トラックタイトル　　
「P-Time」 「Disc Title」 「Track Title」

時計　　キャラクター　　

MD/CD MODE
本機でMDやCDプレイを楽しむ 
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MD/CD MODEMD/CD MODE
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MD/CDファンクションセット －MDとCDの機能を設定する－

1. MDまたはCDモード中にFNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表示
され、MD/CDファンクションセットモードになります。

2. ¢ボタンまたは4ボタンを押すごとに設定項目が下記の順に切り替わります。
3. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと設定が変更できます。
4. FNCボタンを押すとファンクションセットモードが終了します。

●設定項目表内の表示は、お買い上げ時の設定です。
●ALL modeのハイパスフィルターの設定で「HPF調整モード選択」を「許可」に選択した場合は、
「HPF-Front」、「HPF-Rear」の調整項目が追加されます。（16ページ参照）

❖ MEMO ❖

設定項目 -説明-
設定

オートスクロール -タイトルやテキストを繰り返してスクロール表示する-
(文字数が15文字以下の場合はスクロールしません。）

On Off：繰り返しスクロール表示する
On Off：スクロールしない

漢字優先表示 -タイトルやテキストが漢字で記録されている場合に漢字で表示します-

On Off：漢字を優先して表示する
On Off：漢字表示しない

Ｏｎ Ｏｆｆ

漢字優先表示　Ｏｎ Ｏｆｆ

Ｏｎ Ｏｆｆ

漢字優先表示　Ｏｎ Ｏｆｆ

(MDモード時)

(CDモード時)

(MDモード時)

(CDモード時)
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❖ MEMO ❖

●入力できる文字数は12文字までです。
●「数記」で入力できる文字は「 ＿0123456789／＋ー＊＝＆" ゜'＜＞［］ 」です。
●スペースは「漢字」以外の文字種にし、FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字が表示されないとこ
ろを選択してカーソルを移動させると入力できます。

●10秒間操作を行わないと、入力したところまでの文字が登録されディスクネームプリセットモードが
終了します。

●登録できるディスクの枚数は、本機のCDモードとディスクチェンジャーモードと合わせて100枚まで
です。101枚目のディスクネームセットを行うと、1枚目に登録したディスクネームが消去されます。

●ディスクの識別は総録音時間とトラック数で判断しています。総録音時間もトラック数も同じディス
クがあった場合は識別ができなくなります。

●ディスクネームを変更したいときは以下の操作を行います。
手順1.と2.で現在のディスクネームを表示させ、その後手順3.～6.で変更します。

MD/CD MODE
本機でMDやCDプレイを楽しむ 

マニュアルスクロール －タイトルやテキストを1回スクロール表示する－

タイトルやテキストを表示しているときにSCLボタンを押すと1回スクロールして表示しま
す。

DNPS（ディスクネームプリセット） －CDに名前を付ける－

1. ディスクネームを付けたいCDを演奏します。
2. DISPボタンを２秒以上押すと「Name Set」と表示され、ディスクネームプリセットモ

ードになり入力できる位置のカーソルが点滅します。
3. ¢ボタンまたは4ボタンを押して文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。
4. 38ボタンを押して、文字種を選びます。押すごとに下記のように文字種が切り替わり

ます。入力したい文字種を表示させます。

●漢字で入力したい場合
SBFボタンを押すと、漢字入力モードになります。
詳しい漢字の入力方法は46ページをご覧ください。

5. FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字を選択します。押し続けると連続して文字を替え
ることができます。
手順3.～5.の操作を繰り返してディスクネームを完成させます。

6. DISPボタンを押すと名前が登録され、ディスクネームプリセットモードが終了します。

「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」 「数記」

■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　英大

Ｍｅｇａ＿■＿＿＿＿＿＿　　カナ

Ｍｅｇａ　Ｈｉｔｓ

文字種
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ディスクプレイ／ポーズ －ディスクチェンジャーを演奏する－

●プレイ（演奏する）
SRCボタンで「DISC-CH」または「CD-CH」を選択するとディスク／トラックNo.と演
奏時間が表示され、ディスクの演奏が始まります。

●ポーズ（一時停止する）
ディスクプレイ中に38ボタンを押すと演奏時間表示が点滅して、ディスクプレイが一時
停止になります。再度38ボタンを押すとディスクプレイが始まります。

ディスクチェンジャー切り替え －2台のディスクチェンジャーを切り替える－

ディスクチェンジャーを2台接続しているときは、ディスクチェンジャーモードが「DISC-
CH1」]「DISC-CH2」と切り替わります。SRCボタンを押して、演奏したいディスクチ
ェンジャーを選びます。

ディスクチェンジャーを2台接続する場合は別売のCD/MDチェンジャースイッチングユニット“KCA-
S200”が必要になります。
また、KDC-C210/C206のO-Nスイッチは“O”に設定してください。（CDテキスト機能が使用できな
くなります。）

❖ MEMO ❖

KDC-C210/C206のO-Nスイッチを“N”に設定して接続した場合に「CD-CH」と表示されます。
❖ MEMO ❖

–D0 06 03 351 : –MD 06 03 351 :
●CDチェンジャープレイ中 ●MDチェンジャープレイ中
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トラックサーチ －聴きたい曲を選ぶ－

●先の曲を選ぶ
¢ボタンを押すごとに先の曲へトラックサーチします。
¢ボタンを押し続けると聴いている曲を早送りします。

●現在の曲を最初から聴く/手前の曲を選ぶ
4ボタンを押すと現在聴いている曲の先頭へ、押すごとに手前の曲へトラックサーチ
します。
4ボタンを押し続けると聴いている曲を早戻しします。

ディスクサーチ －聴きたいディスクを選ぶ－

●先のディスクを選ぶ
FM＋ボタンを押すごとに先のディスクへサーチします。

●手前のディスクを選ぶ
AMーボタンを押すごとに手前のディスクへサーチします。

トラック/ディスクリピートプレイ －同じ曲やディスクを繰り返し聴く－

4ボタンを押すごとにリピートプレイモードが下記の順に切り替わります。

●トラックリピート
トラックリピート演奏中はREPインジケーターが点灯し、聴いている曲を繰り返し演奏
します。

●ディスクリピート
ディスクリピート演奏中はD.REPインジケーターが点灯し、聴いているディスクを繰り
返し演奏します。

トラックスキャンプレイ －聴きたい曲を探す－

2ボタンを押すごとにトラックスキャンプレイがオン/オフします。
オンにすると「Track Scan」と表示されます。トラックスキャンプレイ中はSCNインジケ
ーターが点灯して、聴いているディスクの各曲の先頭部分を10秒間ずつ演奏します。
聴きたい曲が見つかったら2ボタンまたは38ボタンを押します。
すべての曲をスキャンすると自動的にトラックスキャンプレイがオフになります。

ディスクスキャンプレイ －聴きたいディスクを探す－

5ボタンを押すごとにディスクスキャンプレイがオン/オフします。
オンにすると「Disc Scan」と表示されます。ディスクスキャンプレイ中はD.SCNインジ
ケーターが点灯して、ディスクマガジンにセットされているディスクの先頭部分を10秒間
ずつ演奏します。
聴きたいディスクが見つかったら5ボタンまたは38ボタンを押します。
すべてのディスクをスキャンすると自動的にディスクスキャンプレイがオフになります。

「Repeat」トラックリピート　　「Disc Repeat」ディスクリピート　　オフ
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DISC CHANGER CONTROL MODEDISC CHANGER CONTROL MODE
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SCLボタン 

トラックランダムプレイ －聴いているディスクから自動的に曲を選ばせて演奏する－

3ボタンを押すごとにトラックランダムプレイがオン/オフします。
オンにすると「Random」と表示されます。トラックランダムプレイ中はRDMインジケー
ターが点灯して、自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。

マガジンランダムプレイ －マガジンから自動的に曲を選ばせて演奏する－

6ボタンを押すごとにマガジンランダムプレイがオン/オフします。
オンにすると「M-Random」と表示されます。マガジンランダムプレイ中はM.RDMインジ
ケーターが点灯して、自動的に曲を選んで演奏します。
¢ボタンを押すと次の曲を自動的に選んで演奏します。

MDチェンジャー/CDチェンジャー表示モード切り替え
－MDチェンジャーとCDチェンジャーの表示を切り替える－

DISPボタンを押すごとに下記の順に表示モードが切り替わります。
●MDチェンジャープレイ中

❖ MEMO ❖

●ディスクネームが登録されていないMDを演奏中に、DNPS表示にすると「No Name」と表示さ
れます。

●ディスクタイトルやトラックタイトルが記録されていないMDを演奏中に、ディスクタイトルまた
はトラックタイトル表示に切り替えると「No Title」と表示されます。

トラック演奏時間　　ディスクネームプリセット
「P-Time」 「DNPS」

時計　　キャラクター　　トラックタイトル　　ディスクタイトル　
「Track Title」 「Disc Title」
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●CDチェンジャープレイ中

CDチェンジャーファンクションセット －CDチェンジャーの機能を設定する－

1. CDチェンジャーモード中にFNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表
示され、CDチェンジャーファンクションセットモードになります。

2. ¢ボタンまたは4ボタンを押すごとに設定項目が下記の順に切り替わります。
3. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと設定が変更できます。
4. FNCボタンを押すとファンクションセットモードが終了します。

●設定項目表内の表示は、お買い上げ時の設定です。
●漢字優先表示の設定は、CDチェンジャーモードと本機のCDとで同じ設定になります。
●MDチェンジャーでは、オートスクロール、漢字優先表示に切り替えることはできません。
●KDC-C210/C206をO-Nスイッチを“N”に設定して接続した場合に、オートスクロール、漢字優先
表示に切り替えることができます。

●ALL modeのハイパスフィルターの設定で「HPF調整モード選択」を「許可」に選択した場合は、
「HPF Front」、「HPF Rear」の調整項目が追加されます。（16ページ参照）

❖ MEMO ❖

❖ MEMO ❖

●ディスクネームが登録されていないCDを演奏中に、DNPS表示にすると「No Name」と表示され
ます。

●ディスクテキストやトラックテキストが記録されていないCDを演奏中に、ディスクタイトルまた
はトラックタイトル表示に切り替えると「No Text」と表示されます。

●ディスクタイトル、トラックタイトルは、CDテキスト対応の音楽CDを演奏時に表示できます。
なお、文字の種類によっては、表示できないものがあります。

●ディスクタイトル、トラックタイトルは、KDC-C210/C206のO-Nスイッチを“N”に設定して接
続した場合に切り替えることができます。

マニュアルスクロール －タイトルやテキストを1回スクロール表示する－

タイトルやテキストを表示しているときにSCLボタンを押すと1回スクロール表示して表示
します。

トラック演奏時間　　トータル演奏時間　　ディスクネームプリセット
「P-Time」 「A-Time」 「DNPS」

時計　　キャラクター　　トラックタイトル　　ディスクタイトル　
「Track Title」 「Disc Title」

設定項目 -説明-
設定

オートスクロール -タイトルやテキストを繰り返してスクロール表示する-
(文字数が15文字以下の場合はスクロールしません。）

On Off：繰り返しスクロール表示する
On Off：スクロールしない

漢字優先表示 -タイトルやテキストが漢字で記録されている場合に漢字で表示します-
On Off：漢字を優先して表示する
On Off：漢字表示しない

Ｏｎ Ｏｆｆ

漢字優先表示　Ｏｎ Ｏｆｆ

DISC CHANGER CONTROL MODE
ディスクチェンジャーを操作する 

MDチェンジャーで表示できる文字数は、8文字までです。スクロール表示はできません。
❖ MEMO ❖

❖ MEMO ❖

●ディスクタイトルやトラックタイトルの表示は、8文字までです。9文字以降は表示されません。
●ディスクタイトルやトラックタイトルのカナと漢字は表示できません。
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DISC CHANGER CONTROL MODEDISC CHANGER CONTROL MODE
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DNPS（ディスクネームプリセット） －MDやCDに名前を付ける－

1. ディスクネームを付けたいディスクを演奏します。
2. DISPボタンを２秒以上押すと「Name Set」と表示され、ディスクネームプリセットモ

ードになり入力できる位置のカーソルが点滅します。
3. ¢ボタンまたは4ボタンを押して文字を入力したい位置にカーソルを移動させます。
4. 38ボタンを押して、文字種を選びます。押すごとに下記のように文字種が切り替わり

ます。入力したい文字種を表示させます。

●漢字で入力したい場合
SBFボタンを押すと、漢字入力モードになります。
詳しい漢字の入力方法は46ページをご覧ください。

5. FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字を選択します。押し続けると連続して文字を替え
ることができます。
手順3.～5.の操作を繰り返してディスクネームを完成させます。

6. DISPボタンを押すと名前が登録され、ディスクネームプリセットモードが終了します。

「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」 「数記」

❖ MEMO ❖

●入力できる文字数は12文字までです。
●「数記」で入力できる文字は「 ＿0123456789／＋ー＊＝＆" ゜'＜＞［］ 」です。
●スペースは「漢字」以外の文字種にし、FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字が表示されないとこ
ろを選択してカーソルを移動させると入力できます。

■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　英大

Ｍｅｇａ＿■＿＿＿＿＿＿　　カナ

Ｍｅｇａ　Ｈｉｔｓ

Ｍｅｇａ　Ｈｉｔｓ

●CDチェンジャーの場合

●MDチェンジャーの場合

文字種
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●10秒間操作を行わないと、入力したところまでの文字が登録されディスクネームプリセットモードが
終了します。

●登録できるディスクの枚数は、本機のCDモードとディスクチェンジャーモードと合わせて100枚まで
です。101枚目のディスクネームセットを行うと、1枚目に登録したディスクネームが消去されます。
（ディスクチェンジャー自身が持っているネームセット可能枚数は無効になります。）
●ディスクの識別は総録音時間とトラック数で判断しています。総録音時間もトラック数も同じディス
クがあった場合は識別ができなくなります。

●ディスクネームを変更したいときは以下の操作を行います。
手順1.と2.で現在のディスクネームを表示させ、その後手順3.～6.で変更します。

SBF（セレクトバイファイル） －ディスク名／ディスクタイトルで選曲す
る－

●CDチェンジャーを聴いているとき
1. SBFボタンを押すと「SBF DNPS」と表示され1秒後に、マガジンに入っているCDの

ディスクネーム(DNPS)とディスクNo.を5秒間ずつ表示します。
2. FM＋ボタンを押すと早送り、AMーボタンを押すと早戻しに表示できます。
3. 聴きたいディスクネームが表示されているときにSBFボタンを押すと、CDの演奏が

始まります。

●MDチェンジャーを聴いているとき
1. SBFボタンを押すごとに下記のように切り替わります。

•「SBF DNPS」を表示させると、1秒後にマガジンに入っているMDのディスクネー
ム(DNPS)とディスクNo.を5秒間ずつ表示します。

•「SBF Disc」を表示させると、1秒後にマガジンに入っているMDのディスクタイト
ルとディスクNo.を5秒間ずつ表示します。

2. FM＋ボタンを押すと早送り、AMーボタンを押すと早戻しに表示できます。
3. 聴きたいディスクネームまたはディスクタイトルが表示されているときにSBFボタン

を押すと、MDの演奏が始まります。

❖ MEMO ❖

●途中で解除するときは、SBFボタンを1秒以上押します。
●ディスクタイトルのカナと漢字は表示できません。
●ディスクネームが登録されていないディスクは、「No Name」と表示されます。
●ディスクタイトルが記録されていない場合は「No Title」と表示されます。
●MDチェンジャーに入れてから１度も演奏されていないMDの場合やディスクマガジンにMDが入
っていない場合は「No Access」と表示されます。

❖ MEMO ❖

DISC CHANGER CONTROL MODE
ディスクチェンジャーを操作する 

「SBF DNPS」 「SBF Disc」 オフ

●途中で解除するときは、SBFボタンを1秒以上押します。
●ディスクネームが登録されていないCDは、「No Name」と表示されます。
●CDチェンジャーに入れてから１度も演奏されていないCDの場合やディスクマガジンにCDが入っ
ていない場合は「No Access」と表示されます。

❖ MEMO ❖
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FM文字多重モード －FM文字多重モードをオン/オフする－

●FM文字多重モードをオンにする
FM MULTIボタンを押します。
「FM多重」と表示され、 インジケーター点滅または点灯して、FM文字多重モードにな
ります。
文字情報を蓄積中は　　インジケーターが点滅します。
文字情報を蓄積すると　　インジケーターが点滅から点灯に変わります。

●文字情報を蓄積しながら他モードの操作をする
FM MULTIボタンを押します。
インジケーターが消え、ソースモードの操作ができるようになります。

●FM文字多重モードをオフにする
FM MULTIボタンを1秒以上押します。
インジケーターが消えFM文字多重モードが終了します。

SRCボタンを押してソースモードを切り替えたときに、切り替えたソースモードの操作に替わるか、
FM文字多重モードの操作を続けるかをファンクションセットで選択できます。（右記参照）
ソースモードを切り替えても、文字情報は蓄積し続けます。

❖ MEMO ❖

FM文字多重モード中は常に情報を蓄積するため、オートアンテナ仕様車はアンテ
ナが常に伸びた状態になります。車庫入れなどでアンテナを縮めたいときはFM文
字多重モードをオフにしてください。注 意

FM多重モードファンクションセット －FM多重の機能を設定する－

1. FM多重モード中にFNCボタンを押すと「 ファンクションセット」と表示され、
ファンクションセットモードになります。
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FM MULTI MODE
FM文字多重情報を見る　 

2. ¢ボタンまたは4ボタンを押して、設定を変更したい項目を選びます。
押すごとに項目が以下のように切り替わります。

3. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すごとに設定が切り替わります。
4. FNCボタンを押してファンクションセットモードを終了します。

チューニング －放送局を選ぶ－

●オートチューニング 選択時
4ボタンを押すと周波数の低い方へ自動的に放送局を探して受信します。
¢ボタンを押すと周波数の高い方へ自動的に放送局を探して受信します。

●マニュアルチューニング 選択時
4ボタンを押すごとに周波数の低い方へ1ステップずつ切り替わります。
¢ボタンを押すごとに周波数の高い方へ1ステップずつ切り替わります。

AFサーチ －系列の放送局を選ぶ－

放送局が送信している代替放送局の情報を受信すると　　インジケータが点灯します。受
信状態が悪くなったときにAF.Sボタンを押すと「AF サーチスタート」と表示され、代替
周波数の放送局を順番に探し、受信状態の良い放送局を受信します。AFサーチ中は　　イ
ンジケータが点滅します。

設定項目 -説明-
設定

FM多重表示継続 -ソースモードを切り替えてもFM多重表示を続ける-
禁止許可：切り替えたソースモードの表示になる
禁止許可：FM多重表示を続ける

スクロールタイム -FM多重情報のオートスクロールの表示時間設定-
1秒 ～ 5秒：設定時間でスクロール表示します

自動時刻補正 -文字多重情報による時刻補正のオン／オフ切り替え-
On Off：自動補正する
On Off：自動補正しない

PS優先表示 -文字多重情報による放送局名（PS名）の優先表示のオン／オフ切り替え-
On Off：放送局名を優先表示する
On Off：放送局名を表示しない

ＦＭ多重表示継続　禁止 許可

自動時刻補正　Ｏｎ Ｏｆｆ

スクロールタイム　２秒

優先表示　Ｏｎ Ｏｆｆ

●設定項目表内の表示は、お買い上げ時の設定です。
●自動時刻補正機能は、時刻情報を送信している放送局を受信中のみ機能します。
なお、電波が弱い、マルチパスが多いなど受信状態が良くない場合は、補正した時刻を表示するま
で時間がかかったり、間違った時刻を表示することがあります。

●PS情報や時刻情報のサービスは放送局により送信されない場合があります。
●スクロールタイムを3秒以上に設定している場合、リアルタイムで情報を送信している番組に連動し
た文字情報では、2行目まで表示せずに次のページに切り替わることがあります。

❖ MEMO ❖

●AFサーチ機能とは、受信中の多重放送局の受信状態が悪くなった場合に、ワンタッチで受信可能な
代替放送局（系列の放送局）を探す機能です。

● インジケーターが点灯していない場合はAFサーチは機能しません。
●AFサーチしても 受信可能な代替放送局が受信できない場合は、AFサーチを操作する前の放送局を
受信します。

●代替放送局情報のサービスは放送局により送信されない場合があります。

❖ MEMO ❖

オート/マニュアルチューニングの切り替えは18ページをご覧ください。

❖ MEMO ❖
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FM多重情報の選択 －FM多重情報を見る－

●オートスクロール／マニュアルスクロール表示切り替え
SCLボタンを1秒以上押すとオートスクロールとマニュアルスクロールとに切り替わり
ます。オートスクロールに設定すると　　インジケーターが点滅します。

●オートスクロール表示設定時（ インジケーター点滅）
1.ヘッドタイトル（放送局名や番組名など）を表示後、メニューが番号順に次々に表示
されます。

2.見たいメニューの番号を1～6ボタンで選択します。
3.サブメニューがある場合は、再度手順2.の操作を行います。
4.メニュータイトルに続いて文字情報が次々に表示されます。
文字情報は最後のページで終了します。
TO O KY FM  MAIN MENU  ミ エル ラジ オ　 

番  組 情 報        1.   

ニュ  ース 、ビ ジネ ス&ス ポー ツ　     3.  

天  気 情 報        2.  

 

 

     1.   

     2.   

首 都 圏 の   天 気 

天 気 情 報   お 局 

TO O KY FM ミ エル ラジ オ　   　    ウ エザ ーチ ャン ネル 

お 天 気 情 報 局     《 》 

　 国 全 天 気 　 週 末 天 気  レジ ャー 天 気 

　 れ そ で は 全 国 の 主  天 気   を   な 

　       お  え し ょ  ま し  伝 う  

　  札 幌 今 夜 ： ／  あ す    ［ ］ ： ／ 

　  盛 岡 今 夜 ： ／  あ す    ［ ］ ： ／ 

 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

 

TO O KY FM  オ テ ンキ 　ジ ョウ ホウ キョ    ミ エル ラジ オ　 

“2.天気情報”を選択

“2.お天気情報局”を選択

メニュータイトル

メインメニュー

情報1ページ分

メニュータイトル

●メニューを表示中は インジケーターが点灯します。
●文字情報は2行で1ページです。
●最後のページで2行目が空白行の場合、表示も空白のままになります。

❖ MEMO ❖

メニュー
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FM MULTI MODE
FM文字多重情報を見る 

●マニュアルスクロール表示設定時（ インジケーター点灯）
1.ヘッドタイトル（放送局名や番組名など）表示中にFM＋ボタンまたはAMーボタン
を押します。押すごとに目次が番号順に表示されます。

2.見たいメニューの番号を1～6ボタンで選択します。
メニューヘッドタイトルが表示されます。

3.サブメニューがある場合は、再度手順2.の操作をおこないます。
4. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すごとに文字情報のページが切り替わります。
FM＋ボタンを押すごとに前のページへ送られます。
AMーボタンを押すごとに先のページへ送られます。

●メニューの内容はFM文字多重放送局によって異なります。
●メニューに戻りたいときは38ボタンを押します。
●メインメニューに戻りたいときは38ボタンを1秒以上押します。
●番組によってはさらにくわしいメニューが表示されることがありますので、1～6ボタンで選択してく
ださい。

●文字情報は2行で1ページです。1ページ分を表示するごとにメニュータイトルが表示されます。
●緊急情報について
FM文字多重放送受信中、緊急情報番組が放送されると自動的に受信を開始します。

●以下のメッセージが表示されたら
“データを集めています”..........文字情報を蓄積中です。
“しばらくお待ち下さい”..........FM文字多重放送局か確認中です。
“受信できません”......................FM文字多重放送局でないため、または受信状態が悪いため、文字情報

が得られない状態です。

❖ MEMO ❖

●受信状態が悪くなった場合にメニューや文字情報が正しく表示されないことが
あります。

●選択した文字情報に複数のページがある場合は、ページの途中から表示された
り、前後のページが蓄積されていないことがあります。このようなときは、し
ばらくしてからFM＋ボタンまたはAMーボタンで文字情報のページを切り替え
てください。

●FM文字多重モード中は他モードの操作はできません。各操作ボタンはFM文字
多重モード専用になります。

●文字情報が表示されるまでの時間は、データ量や受信状態により異なります。
●受信状態、受信時間帯によって、音声しか受信できず文字情報が表示されない
ことがあります。

●移動中は建物や山などの影響で電波の強弱が生じやすいため、特に受信状態が
悪くなることがあります。

注 意

走行中、運転者は文字情報を読んだり、操作しないでください。前方不注意によ
る事故の原因になります。

禁 止

多重情報メモリー －情報をメモリーする－

メモリーしたい情報を表示しているときに、１～６ボタンのいずれかを2秒以上押します。
表示されている情報が1ページ分メモリーできます。

多重情報メモリー呼び出し －メモリーさせた情報を呼び出す－

1. SCLボタンを押すと「メモリー呼出しモード1～6」と表示されます。
2.１～６ボタンから呼び出したいボタンを押すと、メモリーした情報を表示します。
3. SCLボタンを押すとメモリー呼出しモードがオフになります。
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DSP調整モード －DSP機能のオン/オフとDSP調整モードにする－

●DSPをオンにしDSP調整モードにする
DSPボタンを押すと「DSP On」と表示され、DSPインジケーターが点灯します。
DSPインジケーターが点灯中にDSPボタンを押すと「DSP調整モード」と表示され、
DSPインジケーターが点滅します。
以降のDSP modeの各設定や調整は、「DSP調整モード」から操作を行います。

●DSPをオフにする
DSPボタンを1秒以上押すと「DSP Off」と表示され、DSPインジケーターが消えます。

サウンドフィールドコントロール (SFC)モード
－設定されているサウンドフィールドコントロールを呼び出す－

1. DSPボタンを押しDSP調整モードにします。現在設定されている「 」サウンド
フィールドコントロールが表示されます。

2. 5ボタンを押すごとに「 」サウンドフィールドコントロールが下記の順で切り
替わります。

交通情報がオン中は、DSP効果が得られません。また、DSPの操作はできません。
❖ MEMO ❖

10秒間何も操作しないとDSP調整モードは解除されます。
❖ MEMO ❖

3「Stadium」3「Concert」3「Live House」3「Theater」3「Disco」3「Club Disco」

「Bypass」2「Church」2「Listening」2「Studio」2「Jazz Club」2
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SFCレベル調整 －DSP効果音の大きさを変える－

1. DSP調整モード中に5ボタンを押し「 」サウンドフィールドコントロール名を
表示させます。

2. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと下記のように「 」SFCレベルを調整で
きます。

DSPバスブースト調整 －DSPの低域を補正する－

1. DSP調整モード中に5ボタンを押し「 」サウンドフィールドコントロール名を
表示させます。

2. 4ボタンまたは¢ボタンを押すと下記のように「 」DSPバスブーストを調
整できます。

●サウンドフィールドコントロールがBypassに設定されているときはSFCレベルは調整できません。
●お買い上げ時はMidに設定されています。

❖ MEMO ❖

「High」“「Mid」“「Low」
DSPの効果音が 大きい 小さい

1. Stadium
広大なスタジアム会場で解放感に満ちたサ
ウンドがあふれだします。

2. Concert
大会場のライブの臨場感を再現して車内を
大きな音楽空間に変えます。また、BGM的
に音楽を聴きたいときにも適します。

3. Live House
中規模なライブハウスのステージを体験で
きます。

4. Theater
映画館や劇場のような雰囲気が得られます。

5. Disco
熱気あふれる大規模なディスコホールを再
現します。

6. Club Disco
小規模のディスコホールのビートサウンド
をメリハリよく再現します。

7. Jazz Club
眼前で演奏する小規模なジャズクラブのス
テージを体験できます。

8. Studio
残響効果の少ない、録音スタジオの雰囲気
になります。

9. Listening
オーディオリスニングルームのような最適
な音場条件でソースを忠実に再現します。

10. Church
ヨーロッパ伝統の大聖堂の響きを再現、小
編成のクラシックに最適です。

11. Bypass
効果音を加えずそのまま出力します。

「Step1」“「Step2」“「Step3」
ブーストする低音域が 狭い 広い

●サウンドフィールドコントロールでBypass以外を選択すると、リア側の音が効果音中心となり低音
が不足することがあります。このようなときは、DSPバスブーストをオンにして低音域を加えること
により、量感を増すことができます。

●サウンドフィールドコントロールがBypassに設定されているときはDSPバスブーストは調整できませ
ん。

●お買い上げ時はStep2に設定されています。

❖ MEMO ❖
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コンプレッション調整 －ダイナミックレンジを圧縮する－

1. DSP調整モード中に4ボタンを押します。現在設定されている「 」ダイナミッ
クレンジが表示されます。

2. 4ボタンを押すごとに「 」ダイナミックレンジが下記の順で切り替わります。

3「OFF」 3「Step1」 3「Step2」 3「Step3」
圧縮しない 圧縮率が少ない 圧縮率が大きい

●クラシックなどダイナミックレンジの大きなソースを聴くときに、ロードノイズなどの騒音に埋もれ
がちなレベルの小さい音だけを大きくするので、ボリュームを変えなくても小さな音まで聴くことが
できます。

●お買い上げ時はOFFになっています。

❖ MEMO ❖

ポジション切り替え －聴く位置に合わせてDSPを調整する－

1. DSP調整モード中に6ボタンを押します。現在設定されている「 」ポジション
が表示されます。

2. 6ボタンを押すごとに「 」ポジションが下記の順で切り替わります。

3「ALL」3「Front-Right」3「Front-Left」3「Front」3「Rear」
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●ポジション切り替えは、選択されたポジションの音を強調するのではなく、選択されたポジションを
中心にDSP効果を出すためのものです。

●バランス／フェダー調整が中央位置になっていないと、正しいDSP効果が得られません。ポジション
切り替えを行うときは、バランス／フェダーを中央に調整してください。

❖ MEMO ❖

ルームサイズ調整－車内のスピーカーの位置、室内サイズに合わせた設定にする－
1. DSP調整モード中に6ボタンを押します。現在設定されている「 」ポジション
が表示されます。

2. 4ボタンまたは¢ボタンを押すと下記のように「 」ルームサイズを調整で
きます。
「Small」“「Medium」“「Large」

1BOXやRVなど、フロントスピーカーとリア
スピーカーが離れている場合
セダン、スポーティーカーなど
コンパクトカーなど、フロントスピーカーと
リアスピーカーが近い場合

ユーザーメモリー －オリジナルのDSP設定をメモリーする－

DSP調整モードの全ての設定、調整を3つまでメモリーすることができます。

●DSP設定をメモリーする
1. DSP調整モード中にメモリーしたいDSPの設定にします。
2. 1、2、3ボタンのいずれかを2秒以上押します。
押したボタンに現在のDSP設定がメモリーされ、ボタンNo.が表示されます。

●DSP設定を呼び出す
DSP調整モード中に1、2、3ボタンのいずれかを押すと、「DSP Memory [No.]」が表示
され、ユーザーメモリーされたDSPの設定に替わります。

●ポジション切り替えがALLに設定されているときはルームサイズ調整できません。
●お買い上げ時はMediumに設定されています。

❖ MEMO ❖
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EQ調整モード －イコライザー調整モードにする－

EQボタンを押すごとにEQ（イコライザー）調整モードがオン／オフします。
オンにすると「EQ調整モード」と表示され、イコライザー／アナライザーの操作ができる
ようになります。
以降のEQUALIZER modeの各設定や調整は、「EQ調整モード」から操作を行います。

イコライザー(KBS-KENWOOD Built-in Sound)モード
－設定されているイコライザーカーブを呼び出す－

1. EQボタンを押しEQ調整モードにします。現在設定されている「 」イコライザ
ーカーブ名が表示されます。

2. 4ボタンを押すごとに「 」イコライザーカーブが下記の順で切り替わります。

●10秒間何も操作しないとEQ調整モードは解除されます。
●交通情報がオン中は、イコライザー効果が得られません。また、イコライザーの操作はできません。

❖ MEMO ❖

3「Rock」3「Pops」3「Dance」3「Vocal」3「Flat」

1. Rock

2. Pops

3. Dance

4. Vocal

5. Flat
c koR

oP p s

a cD en

ac loV

aF l t



EQUALIZER MODE
音質を調整する 
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E
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イコライザー調整 －音楽や車に合わせて音質を調整する－

1. EQ調整モード中に4ボタンまたは¢ボタンを押すごとに調整できる「 」周
波数が移動します。

2. FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すごとにイコライザーレベルが上下します。
プラスとマイナスに各6段階ずつ13 ステップで替わります。

3.イコライザーを調整すると、イコライザーカーブ名は「 User」になります。

イコライザーレベルの調整は1つのバンドのみ上げるのではなく、カーブを描くように各音域を全体的に
調整してください。

❖ MEMO ❖

ユーザーメモリー －オリジナルのEQカーブをメモリーする－

イコライザーカーブを3つまでメモリーすることができます。

●イコライザーカーブを登録する
1. EQ調整モード中にメモリーしたいイコライザーカーブを作ります。
2. 1、2、3ボタンのいずれかを2秒以上押します。押したボタンに現在表示中のイコラ
イザーカーブがメモリーされ、ボタンNo.が表示されます。

●イコライザーカーブを呼び出す
EQ調整モード中に1、2、3ボタンのいずれかを押すと、「EQ Memory [No.]」が表示さ
れ、ユーザーメモリーされたイコライザーカーブに替わります。

3 60Hz 23 120Hz 23 250Hz 23 500Hz 23 1kHz 23 2kHz 23 4kHz 2

3 16kHz 23 8kHz 2

01 2 H z 1+ 2



EQUALIZER MODEEQUALIZER MODE

DISPボタン 

6ボタン 
5ボタン 

EQボタン 

SBFボタン 

M

M.RDMD.SCNREPRDMSCN

EQ

DSP

SBF

DISP

CD EJECT

PWR 
OFF 

NAME
   SET

CLK
 ADJ. 

AUDIO
MD CD DSP RECEIVER

DPX-990 MD

TI

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
OFF

MD

M.CALL
AUTO 
SCRL

OPEN/CLOSE

FM
   MULTI

POSITION

DEMO

ROOM SIZE

AF.S

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU
DISC

T E X T

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

FNC

SCL

ANGLE

ANGLE

スペアナ切り替え －スペクトラムアナライザー表示を切り替える－

●設定されているスペアナを切り替える
EQ調整モード中にDISPボタンを押すごとに設定されているスペアナが下記の順に切り
替わります。

E
Q

U
A

L
IZ

E
R

M
O

D
E
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3 Cross Wave 3 Red Curtain 3 Heart Attack 3 Cyber Swing 3 Plasma

ユーザー設定 2

1. Cross Wave

2. Red Curtain

3. Heart Attack

4. Cyber Swing

5. Plasma
oC r s s aW v e

dR e Cu tr a i n

aHe r t tA t a c k

bC y e r wS i n g

aP l sma

●RedスペアナとWhiteスペアナの組み合わせを好みに合わせて別々に切り替えることができます。
RedスペアナまたはWhiteスペアナを切り替えるとユーザー設定として登録されます。

●お買い上げ時のユーザー設定はRED-scn/WHT-scnに設定されています。
RED-scn/WHT-scnに設定するとRED-1/WHT-1～RED-5/WHT-5の組み合わせで順次表示され
ます。

❖ MEMO ❖



EQUALIZER MODE
サウンドをビジュアル的に楽しむ 

●Redスペアナのみを切り替える
EQ調整モード中に5ボタンを押すごとにRedスペアナが下記の順に切り替わります。

E
Q
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A

L
IZ

E
R

M
O

D
E
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デモンストレーション －スペアナ表示を次々に替えて表示する－

SBFボタンを1秒以上押すとデモンストレーションがオンします。
デモンストレーションのオン中はスペアナ表示を順次切り替えて表示します。
何かボタンを押すとデモンストレーションは解除され、元のスペアナ表示に戻ります。

All Offモード中や交通情報がオン中、FM文字多重モード中はデモンストレーションの操作はできませ
ん。

❖ MEMO ❖

3 RED-1 3 RED-2 3 RED-3 3 RED-4 3 RED-5 3 RED-6

RED-off（オフ) 2 RED-scn（スキャン) 2

3WHT-1 3WHT-2 3WHT-3 3WHT-4 3WHT-5

WHT-off（オフ) 2WHT-scn（スキャン) 2

1. Red-1

2. Red-2

3. Red-3

4. Red-4

5. Red-5

6. Red-6

DRE –1 /

DRE –2 /

DRE –3 /

DRE –4 /

DRE –5 /

DRE –6 /

1. White-1

2. White-2

3. White-3

4. White-4

5. White-5
TWH –1/

TWH – 2/

TWH – 3/

TWH – 4/

TWH – 5/

●Whiteスペアナのみを切り替える
EQ調整モード中に6ボタンを押すごとにWhiteスペアナが下記の順に切り替わります。



46

漢字入力のしかた 漢字入力のしかた 

DISPボタン 

SBFボタン 

AM-ボタン 
FM+ボタン 

M

M.RDMD.SCNREPRDMSCN

EQ

DSP

SBF

DISP

CD EJECT

PWR 
OFF 

NAME
   SET

CLK
 ADJ. 

AUDIO
MD CD DSP RECEIVER

DPX-990 MD

ANGLE 

ANGLE 

DIGITAL SIGNAL PROCESSOR
OFF

MD

M.CALL
AUTO 
SCRL

OPEN/CLOSE

FM
   MULTI

POSITION

DEMO

ROOM SIZE

AF.S

SFC

SFC LEVEL
DBB

COMPRESS
KBS

MENU
DISC

T E X T

SCRL

DIGITAL ANTI SHOCK CIRCUIT

FNC

TI

38ボタン 

¢ボタン 
4ボタン 

SNPS/DNPS漢字入力モード
1.ネームセットしたい放送局、またはディスクを聴きます。
2. DISPボタンを2秒以上押します。
「Name Set」と表示され、ネームセットモードになり入力できる位置のカーソルが点
滅します。

3. 4ボタンまたは¢ボタンを押して、カーソルの位置を漢字を入力したい位置に移動
します。

4. SBFボタンを押します。漢字入力モードになります。
5. FM＋ボタンまたはAMーボタンで入力したい漢字の読みを選択します。

6.入力したい漢字が表示されていないときは、¢ボタンを押して漢字表示部にカーソル
を移動します。この状態でFM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと漢字列が変わります。

7.入力したい漢字が見つかったら、¢ボタンまたは4ボタンを押して入力したい漢字
にカーソルを合わせます。

漢
字
入
力
の
し
か
た

亜 ： 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 漢 字 

い 以 ： 伊 位 依 偉 囲 夷 委 威 尉 漢 字 

あ 

漢字の読み 

あ 茜 ： 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵 梓 漢 字 

あ 亜 ： 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢 葵 漢 字 

漢字表示部 
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漢字入力のしかた 

漢
字
入
力
の
し
か
た

8. SBFボタンを押すと漢字が入力され、漢字入力モードが終了し、ネームセットモードに
なります。
さらに漢字を入力したいときは、手順3.～8.の操作を繰り返して表示させたいネームを
完成させます。

9. DISPボタンを押すとネームが登録されネームセットモードが終了します。

❖ MEMO ❖

● FM＋ボタンまたはAMーボタンを押し続けると、漢字を読み順で連続して替えることができます。
●入力できる文字数は12文字までです。
●38ボタンを押すと漢字入力モードは解除されます。
●スペースは「漢字」以外の文字種にし、FM＋ボタンまたはAMーボタンで文字がでないところを
選択してカーソルを移動させると入力できます。
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REMOTE CONTROL MODEREMOTE CONTROL MODE

ALL mode －共通の操作－

A
T

T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC

A
T

T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC

TUNER mode －チューナーの操作－

SRCボタン
押すごとにTUNER]MD]CD]DISC-CH]ALL OFFの順に切
り替わります。

VOL.ボタン
＋ボタンまたはーボタンで音量が調整できます。

ATTボタン
押すごとにアッテネーターがオン／オフします。
アッテネーターをオンにすると音量を瞬時に小さくできます。

OPEN/CLOSEボタン
押すと操作パネルが完全にオープンします。
もう一度押すと操作パネルが閉まります。

4／¢ボタン
4ボタンを押すと受信周波数が下がります。
¢ボタンを押すと受信周波数が上がります。

FM＋／AMーボタン
FM＋ボタンを押すごとにFM1、FM2バンドに切り替わります。
AMーボタンを押すごとにAM1、AM2バンドに切り替わります。

ナンバーボタン
1～6ボタンはメモリーした放送局を呼び出します。

周波数で選局する-周波数で聴きたい放送局を選局する-
OKボタン押すと周波数入力モードになります。
周波数表示部が点滅（10秒間）中にナンバーボタン（1～0ボタ
ン）で聴きたい放送局の周波数を入力します。
例 押すボタン
FM 82.5 MHz・・・・・・OKボタン\⑧②⑤
AM 1134 kHz・・・・・・OKボタン\①①③④

❖ MEMO ❖

●「DISC-CH」モードは、接続している機種により「CD-CH」と表
示されることがあります。

●ディスクチェンジャーを2台接続している場合は「DISC-CH1」]

「DISC-CH2」と切り替わります。
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リモコンで操作する 

REMOTE CONTROL MODE
MD/CD mode －MDやCDの操作－

A
T

T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC
A

T
T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC

DISC CHANGER CONTROL mode 
－MDチェンジャーやCDチェンジャーの操作－

4／¢ボタン
4ボタンを1回押すと現在聴いている曲の先頭へ、押すごとに
手前の曲へトラックサーチします。
¢ボタンは先の曲へトラックサーチします。

38ボタン
押すごとに演奏のプレイ／ポーズができます。

ナンバーボタン
演奏したいトラックNo.を入力します。
トラックNo.表示が点滅（10秒間）中に、4ボタンまたは¢
ボタンを押すと入力したNo.のトラックをサーチします。

4／¢ボタン
4ボタンを押すと聴いている曲の先頭へ、押すごとに手前の
曲へトラックサーチします。
¢ボタンは先の曲へトラックサーチします。

38ボタン
押すごとに演奏のプレイ／ポーズができます。

FM＋／AMーボタン
FM＋ボタンは次のディスクを演奏します。
AMーボタンは手前のディスクを演奏します。

ナンバーボタン
演奏したいトラックNo.またはディスクNo.を入力します。
トラックNo.またはディスクNo.表示が点滅（10秒間）中に、
●4ボタンまたは¢ボタンを押すと入力したNo.のトラック
をサーチします。
●FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと入力したNo.のディ
スクをサーチします。
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REMOTE CONTROL MODEREMOTE CONTROL MODE

FM MULTI mode －FM文字多重情報の操作－

A
T

T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC
A

T
T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC

4／¢ボタン
4ボタンを押すと受信周波数が下がります。
¢ボタンを押すと受信周波数が上がります。

38ボタン
メニューに戻りたいときは38ボタンを押します。

FM＋/AMーボタン
FM＋ボタンを押すごとに文字情報を前のページへ送ります。
AMーボタンを押すごとに文字情報を先のページへ送ります。

ナンバーボタン
メニューを表示中にナンバーボタンで番組を選択します。

4／¢ボタン
チューナーモード中のネーム表示を、4ボタンを押すと早戻
し、¢ボタンを押すと早送りできます。

FM＋/AMーボタン
●チューナーモード中にFM＋ボタンを押すとFMバンドに、
AMーボタンを押すとAMバンドに切り替わります。
●MD/CDチェンジャーモード中にFM＋ボタンを押すと早戻し、
AMーボタンを押すと早送りできます。

OKボタン
押すとネーム表示の放送局またはディスクを聴けます。

SBFボタン
●チューナーモード中とCDチェンジャーモード中は、押すご
とにSBFモードがオン／オフします。
●MDチェンジャーモード中は、押すごとにSBFモードが下記
の順に切り替わります。

「SBF DNPS」 「SBF Disc」 オフ

SBF mode －ステーションネーム／ディスクネームで選ぶ－

❖ MEMO ❖

ネーム表示が始まるとSBFボタンを押してもSBFモードは切り替わり
ません。



❖ MEMO ❖

●数字、記号は文字ボタンでは入力できません。FM＋ボタンまた
はAMーボタンで選択してください。

●漢字の入力はリモコンでは行えません。本体で操作してくださ
い。

4／¢ボタン
4ボタンまたは¢ボタンを押すと文字入力カーソルの位置
が移動します。

38ボタン
押すごとに文字種が下記の順に切り替わります。

FM＋/AMーボタン
FM＋ボタンまたはAMーボタンを押すと文字を選択できます。
文字ボタンを操作せずに文字を選択したいときに使用します。

OKボタン
押すと入力したネームが登録されます。

文字ボタン
押すごとにボタンの上に表示してある文字が切り替わり表示さ
れます。
例 「英大」文字では2ボタンを押すごとに

「カナ」文字では1ボタンを押すごとに

上記のように文字が選択できます。

A B C
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E

51

リモコンで操作する REMOTE CONTROL MODE

SNPS/DNPS mode 
－ステーションネームプリセット／ディスクネームプリセットの操作－

A
T

T

OK

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

TUNE
TRACK

OPEN/
CLOSE

ABC DEF

GHI JKL MNO

PRS TUV WXY

QZ

DNPP/
SBF

DSIC

4

¢

38

FM
+

AM
–

+
–

REMOTE CONTROL UNIT
RC-510

SRC

ァ　ア　ィ　イ　ゥ　ウ　ェ　エ　ォ　オ

「英大」 「英小」 「カナ」 「かな」 「数記」

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

ABC

DEF

GHI

JKL

MNO

PRS

TUV

WXY

QZ

ア行 

カ行 

サ行 

タ行 

ナ行 

ハ行 

マ行 

ヤ行 

ラ行 

ワ行／ン 

※「カナ」文字の
入力ボタン
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接続のしかた

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

+

10
FUSE
10A M4

車両アンテナ端子（サブ側）

アンテナ入力（メイン側）

車両アンテナ端子（メイン側）

アンテナ入力（サブ側）

（緑）

（緑）

（橙）

（橙）

（青）

（青）

（赤）

<白>

<白／黒>

<灰>

<灰／黒>

<緑>

<緑／黒>

<紫>

<紫／黒>

フロント左
スピーカー

フロント右
スピーカー

リア左
スピーカー

リア右
スピーカー

２スピーカー時のスピーカー接続方法

左
スピーカー

右
スピーカー

（赤）

（緑）

（緑）

（橙）

（橙）

<白>

<白／黒>

<灰>

<灰／黒>

接続しません

接続しません

（青）

（青）
（赤）

（赤）

実 施

初めにエンジンキーが抜かれていることを確認後、ショート事故防止のため必ず
バッテリーの-端子を外してください。

1. 各セットの入・出力コードを確かめて接続します。
2. 電源ハーネスのスピーカーコードを接続します。
3. 電源ハーネスをアースコード（黒）、バッテリー電源コード（黄）、アクセサリー電源

コード（赤）の順に接続します。
4. 電源ハーネスのコネクターをDPX-990MDに接続します。
5. 取付終了後に、バッテリーの-端子を接続します。
6. リセットボタンを押します。

電源ハーネス

●ダイバシティアンテナの接続のしかた
ダイバシティ対応車はサブアンテナ端子を接続できます。アンテナ端子の形状が異なる場合は別
売の変換コードが必要です。詳しくはカーオーディオカタログをご覧ください。

●ダイバシティ未対応車は
別売の汎用ダイバシティ変換プラグ"CA-83U"と汎用 のFMアンテナを追加すると、本機のダイバ
シティシステムを活用することができます。詳しくはカーオーディオカタログをご覧ください。

●FMダイバシティシステムのオン／オフは15ページをご覧ください。

❖ MEMO ❖
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ANT
CONT

– +

P.CONT

LINE MUTE

ILLUMI

BATT

ACC

L

R

REAR
N/F

FRONT

GND
M4

バッテリー電源（黄）+
メインヒューズを通ったあとで、エンジンキーのオン/オフに関係
なく常に電圧のかかってる電源へ接続してください。

アクセサリー電源（赤）+
エンジンキーでオン/オフできる電源へ接続してください。

アース（黒）-
車の金属部分（バッテリーのマイナス側と導通しているシ
ャーシなどの一部）へ接続してください。

オートアンテナのコントロール端子やガラスプリントアン
テナのブースターアンプの電源端子へ接続してください。
接続しない場合はキャップを付けたままにしてください。

別売パワーアンプのパワーコントロール端子へ接続して
ください。接続しない場合はキャップを付けたままにし
てください。
ナビゲーションシステムのラインミュート端子に接続し
てください。

車両のイルミネーション電源端子に接続してください。

アンテナコントロール（青）

パワーコントロール（青/白）

ラインミュート入力（茶）

イルミネーション（橙）

エンジンキー

メイン
ヒューズ

ヒューズ

アクセサリー電源

バッテリー電源

バッテリー

別売ディスクチェンジャー
※KDC-C210、KDC-C206を接続する場

合は、CDチェンジャーのO-Nスイッチ
を“N”に設定してください。

※ディスクチェンジャーを2台接続する
場合は別売のKCA-S200をご使用くだ
さい。

※MD6、MD66、C705i、C705srを接続
する場合はCA-KD20が必要です。

ディスクチェンジャー付属ケーブル

ヒューズが切れたときは、コードがショートしていないことを確認後、ヒ
ューズに表示されている容量（アンペア数）の新しいヒューズと交換して
ください。規定容量以外のヒューズを使用すると、火災の原因になります。注 意

ヒューズ（10A）

ノンフェーディング、リア出力の選択は15ペ
ージをご覧ください。

❖ MEMO ❖

L

R

REAR
NF

FRONT

フロント出力
リア出力／

ノンフェーデイング

右チャンネル

左チャンネル

右チャンネル

左チャンネル
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取り付けかた

車両ブラケットなどDPX-990MD

トラスネジ（M5 × 6mm）
またはサラネジ（M5 ×
6mm）（付属）

別売のワイヤリングキ
ットにアースコードが
ある場合は本機背面に
付属のバインドネジで
固定します。

付属のネジ（M5 × 6mm）6本を使用して車両ブラケットなどに取り付けます。

別売のワイヤリングキットや取付キットを使用することにより、車にベストフィットした取り付けができます。
キットは取り付ける車種に応じて用意されています。くわしくはカタログをご覧ください。

●取り付けには必ず付属のネジをご使用ください。
付属以外の長いネジを使用すると、本機内部が破壊したり、発煙することがあります。
また、短いネジを使用すると、本機が取付ブラケットなどから外れることがあります。
●取り付け前にCDやMDで動作確認をする場合は、本機を水平な状態にしてローディン
グ/イジェクトを行ってください。

注 意

付属ネジ一覧

トラスネジ（M5 × 6mm）

バインドネジ（M4 × 8mm）

6

1

サラネジ（M5 × 6mm） 6

本機の取付角度は30゜以下になるように取り
付けてください。30゜以上の角度で取り付け
ると音飛びの原因になります。

注 意 30゜以下

6mm 6mm

付属取付ネジ その他のネジ

バインドネジ
（M4 × 8mm）（付属）



55

故障かな？と思ったら
ちょっとした操作ミスや配線違いなどにより、故障と思われることがあります。
修理を依頼される前に、下記の各項目についてチェックしてください。

こんなとき どうして こうします
▼ ▼ ▼

電源が入らない

音が出ない/小さい

操作スイッチを押しても動
作しない

MDやCDが入らない

ＭDを入れてもMD モード
にならない

CDを入れても再生しない
または、CDモードになら
ない

音が飛んでしまう

音質が悪い
（再生中ノイズが出る）

選曲動作をしても目的の曲
にならない

•コード類がショートしていないことを確
認後、所定容量のヒューズと交換してく
ださい。(➪ P.53)

• "接続のしかた(➪ P.52)"を見て正しく接
続してください。

•リモコンのアッテネーターを解除してく
ださい。

•音量を適度に上げてください。
•フェダー、バランスを調整してください。

• "接続のしかた(➪ P.52)"を見て正しく接
続してください。

• "接続のしかた(➪ P.52)"を見て正しく接
続してください。

•しばらく、放置してから使用してください。

リセットボタンを押してください。
➪ P.9

•すでに入っているMDやCDを取り出して
から入れてください。

•0MDボタンまたはCD EJECTボタンを3
秒以上押しMDやCDを取り出してから入
れてください。

•イジェクトボタンを押して、記録されて
いるMDと入れ替えてください。

•0MDボタンを3秒以上押しMDを取り出
してから入れてください。

•ラベル面を上にして入れなおしてくださ
い。

•“CDのお手入れ”を見てクリーニング
してみてください。

•しばらく、放置してから使用してくださ
い。

•CD EJECTボタンを3秒以上押しCDを取
り出してから入れてください。

•30°以内の角度に調整してください。
•しっかりと固定してください。
•停車しても同じ部分で音が飛ぶときは、
MDやCDの問題です。
（CDは“CDのお手入れ”➪ P.10を参考）

他のMDやCDを再生して問題がなければ
MDやCD自身の音質です。
（CDは“CDのお手入れ”➪ P.10を参考）

ランダムプレイモ－ドを解除してくださ
い。

•ヒューズが切れている。

•入・出力/電源コードが間違って接
続されている。

•アッテネーターがオンになってい
る。

•音量が最小になっている。
•フェダー、バランスが片側に片寄
った設定になっている。

•スピーカーコードが間違って接続
されている。

•ラインミュート端子が間違って配
線されている。

•結露している。

マイコンが誤動作している。

•すでにMDやCDが入っている。

•MDやCDのメカが誤動作している。

•演奏しようとしたMDに何も記録さ
れていない。

•MDメカが誤動作している。

•CDが裏返しになっている。

•CDが異常に汚れている。

•結露している。

•CDメカが誤動作している。

•取り付け角度が30°を越えている。
•取り付けが不安定になっている。
•MDやCDに傷や汚れなどがついて
いる。

•MDやCD自身の音質。
•MDやCDに傷や汚れなどがついて
いる。

ランダムプレイモ－ドになっている。



ディスクチェンジャーモー
ドにならない

操作スイッチを押しても動
作しない

指定したディスクが演奏さ
れない

チェンジャー表示はするが
音がでない

選曲動作をしても目的の曲
にならない

本機のチェンジャー入力を接続してくだ
さい。

本機のリセットボタンを押してくださ
い。

•ディスクのクリーニングをしてください。
•マガジンをイジェクトしてディスクを正
しく入れ直してください。

•マガジンをイジェクトしてディスクを正
しく入れ直してください。

•マガジンをイジェクトして指定ディスク
の No.を確認してください。

•他のディスクを使用してください。

•音量を適度に上げてください。
•リモコンでアッテネーターを解除してく
ださい。

•本機のリセットボタンを押してくださ
い。

ランダムプレイ／マガジンランダムプレ
イモードを解除してください。

本機のチェンジャー入力が接続され
ていない。

マイコンが誤動作している。

•ディスクが異常に汚れている。
•ディスクが裏返しになっている。

•ディスクが 2 枚同じ場所に入って
いる。

•ディスクの入れた場所と指定 No.が
違う。

•ディスクに大きな傷がある。

•音量が最小になっている。
•アッテネーターがオンになってい
る。

•マイコンが正常に動作していない。

ランダムプレイ/マガジンランダムプ
レイモードになっている。

チューナーの感度が悪い

アンテナが伸びたままにな
る

音質が悪い（音が歪む）

エンジンキーをオフにする
と、メモリー内容が消えて
しまう

DSP効果が得られない

•アンテナを十分伸ばしてください。
• "接続のしかた(➪ P.52)"を見てアンテナ
コントロール電源を接続してください。

FM MULTI MODE(➪ P.34)を見てFM文字
多重モードをオフ（多重同期インジケー
ター消灯）にしてください。

•適正音量で使用してください。
•スピーカー配線をチェックしてくださ
い。

•スピーカー出力端子とスピーカー入力端
子間を正しく配線してください。

•ボリュームを下げて車内の温度が下がる
までしばらくお待ちください。本機内部
の温度が下がると正常な状態に戻ります。

“接続のしかた（➪ P.52）”を見て正しく
接続してください。

•フロント、リアの4スピーカーシステム
にしてください。

•“接続のしかた（➪ P.52）”を見て正し
く接続してください。

•“接続のしかた（➪ P.52）”を見て正し
く接続してください。

•“接続のしかた（➪ P.52）”を見て正し
く接続してください。

•フェダー、バランスをセンターに設定し
てください。

•自動車のアンテナが伸びていない。
•アンテナコントロール電源が接続
されていない。

FM文字多重モードがオンになってい
る。

•音量が大きすぎる。
•スピーカーコードが車両側のネジ
にかみ込んでいる。

•スピーカーの配線が間違っている。

•車内の温度が高温のため、本機内
部の温度が60℃を越えて保護回路
が働いている。

バッテリー電源が所定の場所に接続
されていない。

•2スピーカーシステムになってい
る。

•フロント出力とリア出力が逆に接
続されている。

•スピーカーの右と左が逆に接続さ
れている。

•スピーカーのªと·が逆に接続さ
れている。

•フェダー、バランスの調整が片側
に片寄っている。
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こんなとき どうして こうします
▼ ▼ ▼

故障かな？と思ったら

●ディスクチェンジャー（別売）を接続しているとき
こんなとき どうして こうします
▼　 ▼　　　　 ▼
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●以下の表示でシステムの状態をお知らせします。

EJECT ： ●ディスクマガジンがセットされていない。
●ディスクマガジンが完全に入っていない。
など

No Disc ： ディスクマガジンにディスクが1枚も入っていない。

No Changer ： 別売のKCA-S200のCH1またはCH2端子にディスクチェンジャーが接続され
ていない。

Error 04 : ●ディスクが異常に汚れている。
●ディスクが裏返しになっている。
●ディスクに傷が多く付いている。
●ディスクが入っていない。
●トレイが入っていない。

Error 77 ： 何らかの原因で正常に動作していない。
\本機のリセットボタンを押してください。"Error 77"の表示が消えない場合、お
近くのケンウッドサービス窓口へご相談ください。

Mecha Error ： ●ディスクマガジンに異常がある。
\ディスクマガジンを取り出して、ディスクマガジン内を確認してください。

●何らかの原因で正常に動作していない。
\本機のリセットボタンを押してください。"Mecha Error"の表示が消えない場
合、お近くのケンウッドサービス窓口へご相談ください。

HOLD ： 本機のMDプレイヤーやディスクチェンジャーの内部温度が 60℃以上になると保
護回路が動き、動作しなくなることがあります。このときこの表示が出ます。
\本機またはディスクチェンジャーの取り付け場所の温度を下げてから使用して
ください。

No Name ： ●ステーションネームプリセットされていない放送局を受信中に、放送局名表示
にしようとした。

●ディスクネームプリセットされていないディスクを演奏中に、ディスク名表示
にしようとした。

No Title ： タイトルが記録されていないMDを演奏中に、ディスクタイトルやトラックタイ
トル表示にしようとした。

No Text ： CDテキストが記録されていないCDを演奏中に、ディスクタイトルやトラックタ
イトル表示にしようとした。

No Track ： 演奏しようとしたMDに何も録音されていない。
\次のMDを自動的に演奏します。

Blank Disc ： 演奏しようとしたMDにデータが1つも記録されていない。
\次のMDを自動的に演奏します。

Error 12 ： 演奏しようとしたMDがデータ用MDです。
\データ用MDを取り出して、音楽用MDを入れてください。

： MDプレイヤーが正常に動作していない。
\MDを入れなおしてください。

： CDプレイヤーが正常に動作していない。
\CDを入れなおしてください。

MDやCDが取り出せない、またはMDやCDを正しく入れなおしてもインジケーターが点滅したま
まの場合は、本機の電源をオフにしてお近くのケンウッドサービス窓口へご相談ください。

点滅

点滅

:

:
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保証とアフターサービス

●保証書
この製品には、保証書を別途添付しております。
保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店」等の記入をお確かめの上販売店から受け
取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

●保証期間
お買上げの日より１年です。

保証について

修理を依頼されるときは
「故障かな?と思ったら」を参照してお調べください。それでも異常があるときは、製品の
電源をオフにして、お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンター、営業所にお
問い合わせください。（別紙“ケンウッドサービス網一覧表”をご参照ください。）

●保証期間中は....
保証書の規定に従って、お買い上げ
の販売店またはケンウッドサービス
センター、営業所が修理させていた
だきます。ご依頼の際は保証書をご
提示ください。

●保証期間経過後は....
お買い上げの販売店またはケンウッ
ドサービスセンター、営業所にご相
談ください。修理によって機能が維
持できる場合はお客様のご要望によ
り有料にて修理いたします。

●持込修理
この製品は持込修理とさせて頂きます。

●修理料金のしくみ（有料修理の場合は、つぎの料金が必要です。）

•技術料：故障した製品を正常な状態に修復するための料金です。
技術者の人件費、技術教育費、測定器等設備費、一般管理費等が含まれます。

•部品代：修理に使用した部品代です。
その他修理に付帯する部材等を含む場合があります。

なお、アフターサービスについてご不明な点は、お買上げの販売店またはケンウッドサー
ビスセンター、営業所にご遠慮なくお問い合わせください。

修理に出された場合は、お客様が登録、設定したメモリー内容が全て消去されることが
あります。あらかじめご了承ください。

本機以外の原因（衝撃や水分、異物の混入
など）による故障の場合は、保証対象外に
なります。詳しくは保証書をご覧ください。

補修用性能部品の最低保有期間は、製造
打ち切り後6年です。
（補修用性能部品とは、その製品の機能を
維持するために必要な部品です。）

•本機をお持ちになるときは、接続しているユニットも一緒にお持ちください。
（本機および一緒に持ち込まれるユニット内のディスクやテープはあらかじめ取り出してください。）

•製品を修理に持ち込まれる際は、輸送中に傷が付くのを防ぐため、包装してください。



●FMチューナー部

受信周波数範囲（周波数ステップ） 76.0 MHz～90.0 MHz (100 kHz)
実用感度（S/N:30 dB） 9.3 dBf (0.8 μV/75 Ω)

S/N 50 dB感度 15.2 dBf (1.6 μV/75 Ω)
周波数特性（±3.0 dB） 30 Hz～15 kHz

S/N比（dB） 75 dB (MONO)
選択度（±400 kHz） 80 dB以上

ステレオセパレーション 40 dB (1 kHz)

●AMチューナー部

受信周波数範囲（周波数ステップ） 522 kHz～1629 kHz (9 kHz)
感度 28 dBμ

●MDプレイヤー部

レーザー GaAIAs（ダブルヘテロダイオード，
λ=780 nm）

コーディング アダプティヴトランスフォーム
アコースティックコーディング(ATRAC)

デジタルフィルター 8倍オーバーサンプリング
D/Aコンバーター 1 Bit

回転数 800～400 rpm（線速度一定）
ワウ & フラッター 測定限界以下

周波数特性 20 Hz～20 kHz (±1 dB)
高周波歪率 0.01 % (1 kHz)
S/N比（dB） 90 dB (1 kHz)

ダイナミックレンジ 90 dB
チャンネルセパレーション 80 dB

●CDプレイヤー部

レーザー GaAIAs（ダブルヘテロダイオード，
λ=780 nm）

デジタルフィルター 8倍オーバーサンプリング
D/Aコンバーター 1 Bit

回転数 500～200 rpm（線速度一定）
ワウ & フラッター 測定限界以下

周波数特性 10 Hz～20 kHz (±1 dB)
高周波歪率 0.01 % (1 kHz)
S/N比（dB） 93 dB (1 kHz)

ダイナミックレンジ 93 dB
チャンネルセパレーション 85 dB

●DSP/イコライザー部

A/Dコンバーター エンハンスト・デュアルビット
4次 ∆ Σ 方式 20 bit 
64倍オーバーサンプリング

D/Aコンバーター 4次 ∆ Σ 方式 20 bit 
128倍オーバーサンプリング

イコライザー中心周波数(Hz) 60, 120, 250, 500, 
1k, 2k, 4k, 8k, 16k

可変範囲 –9 ～ +9 dB
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仕様一覧



〒150-8501 東京都渋谷区道玄坂1-14-6

●商品、商品の取り扱いに関するお問い合わせは、お客様相談室をご利用ください。
お客様相談室（東京）電話(03)3477-5335 〒153-0042 東京都目黒区青葉台3-17-9

（大阪）電話(06)357-5335 〒534-0024 大阪市都島区東野田町1-20-5（大阪京橋第一生命ビル）
（土、日、祝祭日および当社休日は休ませていただきます。）

●アフターサービスについては、お買い上げの販売店か、または、別紙「ケンウッド全国サービス網」をご参照のうえ、
最寄りのサービスステーション、各営業所にご相談ください。

●オーディオ部

最大出力 40W ×4
定格出力 25W×4 (4Ω、30 Hz～ 20 kHz、1%THD)

プリアウトレベル 1500 mV/10KΩ
プリアウトインピーダンス 600Ω以下

●電源部

電源電圧 14.4 V (11～16 V)
最大消費電流 10 A

●寸法・質量

埋込寸法（W × H × D） 178 × 100 × 155 mm
質量（重さ） 3.0 kg

●付属部品

電源ハーネス 1本
トラスネジ（M5 × 6mm） 6本
サラネジ（M5 × 6mm） 6本

バインドネジ（M4 × 8mm） 1本
リモコン 1個

乾電池（単四型） 2本

※これらの仕様およびデザインは、技術開発にともない予告なく変更になる場合があります。

仕様一覧
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